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　神が目覚めたとき、世界は秩序を取り戻す








◆◆◆






　主あるじを失った城ほど、空くう虚きよで寒々とした場所はない。

　かつては美しかったウラルの城も、今はすっかり荒れ果てている。隣国のハッシュウィルに攻め込まれ、あっけなく陥かん落らくしてしまったからだ。

　綾あや織おりのカーテンはずたずたに引き裂かれ、螺ら鈿でんを散りばめた花瓶は粉々に砕けていた。ところどころ黒く煤すすけているのは、爆薬が破裂して焼け焦こげた跡だ。

　王と王妃は殺され、遺体は城の前庭で火葬されたが、燃え残った灰を始末する者もいない。ただ無情の風だけが、灰を四方にまき散らしていく。

　キシュッと音をさせて、革靴が灰を踏ふんでいく。

　冷たい美び貌ぼうの白銀の髪をした男は、立ち止まり荒れた城を見上げた。

「ウラルに神がいるなら、挑んでくるがいい」

　男は剣を抜き、今度は体の向きを変えて、半分崩くずれかけた神殿にその切っ先を向けた。

「私が神だと思い知らせてやる」

　男の髪を風が嬲なぶる。それを神の答えと思ったのか、男は不敵に笑った。
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　ウラル歴、五百八十三年。豊かな小国、ウラルは神と王を同時に失った。城と王を守っていた騎士達は散り散りになり、世継ぎの王子、アレンの生死も不明のままだ。

　ウラルの国民は、不安を抱えながら、実った穀物や果実の収穫を急ぐ。今はまだ秩ちつ序じよだった動きをしている侵略者、ハッシュウィルの軍隊がいつ略奪を開始するかわからないからだ。

　街道や広場からは、すっかり人影が消えた。女や子供達は家の奥に隠れてしまい、さらに若い娘達は男のなりをして、顔に紅べにの代わりに煤を塗る。

　陵りよう辱じよくされないための知恵だったが、果たしてどれだけの効果があるのだろう。

　王を救えなかった神だというのに、人々は信仰を捨てることはしなかった。それぞれの家にある小さな祭さい壇だんに、苦しい暮らしの中、毎日花や果物を捧げている。

　そして祈った。

　どうか、ウラルに再び平和をと。

　今日も小さな集会が、村はずれの神殿で行われている。そこには城を抜け出した神官が集っていて、村人に神の教えを説くと同時に、神官達に伝わる神の医術を施していた。

「目の患わずらいは、この薬草を煎せんじたもので洗いなさい」

　老いた神官は、目を腫はらした子供を連れた女に、薬草の束を与える。

「手に入るなら、新鮮な豚の肝臓を、よく焼いて食べさせるといい。川に行けるようなら、鰻うなぎを捕りなさい。川辺の漁師に、捕り方を教えてもらえばよいから」

　続けて足を腫らした男が来ると、神官はううむと唸うなった。

「痛むかもしれないが、切って膿うみを出さないといけない。そうしないと全身に毒が回る。痛みをしばし忘れる薬草を使ってあげるから、ただちにあちらの寝台へ」

　老神官が示すと、滾たぎらせた湯、麦を蒸留して作った濃い酒を、若い神官がすぐに用意した。

　この時代、他国の民があまり知らない医術というものを、ウラルの神官は行えた。それはすべて古文書に記された、神の教えによるものだ。

　古文書の記述の確かさは、神官達が救ってきた命の数が証明していた。

　薬草を焚たくと、独特の匂いがする。その煙を吸いこんだら、自分も意識がぼんやりしてきて仕事ができなくなってしまうので、老神官は鼻を端布で作ったハンカチで覆おおいながら、次の依頼者を待った。

　フードの付いたマントに身を包んだ大柄な男がやってきて、神官の前に神妙な姿で座る。

「病やまいになったのは、ご本人かな？　どんな病か、詳しく教えてくだされ」

「オゼム神官……」

　フードを僅かずらし現れた顔を見て、神官は慌てて左右に目を向けた。ハッシュウィルの兵士が監視していないかと確かめたのだ。

「ミトリ様、生きておいでだったか」

　アレン王子の乳兄弟であり、第一騎士であったミトリの姿に、神官は驚きと同時に喜びを隠せない。

　ミトリはアレンと運命を共にして、ゾエラ山の谷底で果てたと思われていたからだ。

「内密なご相談が……」

「あの方のことだろうか」

「そうです。ご高齢の身には辛つらいでしょうが、山越えにご同行願えませんでしょうか」

「山越え……」

「難病を抱えた方がおります」

　老神官は深く頷うなずき、声を潜ひそめて言った。

「明日、ここを出ます。神官の一行には、ハッシュウィルの兵士も寛大です。ご案内願いましょう」

「ありがとうございます。手は尽くしたつもりですが、我々では何をどうしたらよいのか、見当も付きません。お力添えをぜひ」

「はい……それでは明朝……」

　約束に満足したのか、ミトリは再び深くマントのフードを被かぶり、老神官の前から立ち去った。

「そうか……あの方がやはり生きていらしたか。だが病に倒れている様子。だとしたら、隣国にいる金色の髪をした魔法使いの騎士とは、いったい誰なのだろう。私はてっきりアレン様だとばかり思っていたのだが」

　老神官の呟つぶやきは、誰にも聞かれることはない。最後についた深いため息が、古文書の写本を揺らしたのを見ている者もいなかった。
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　ウラルの自由市は閉鎖され、近隣国との通商もすべて禁止されていた。街角にはハッシュウィルの兵士が常にいて、人々の動向を見張っている。

　そんな中、驢ロ馬バに荷を積んだ、黒灰色の長いマントを着た一団が、そろそろと歩いていた。

「止まれ。全員、顔をさらすように」

　兵士の一人が、馬上から居丈高に命令する。

　全員がマントのフードを下ろし、顔をさらした。その中の一人、背の高い男の顔は醜みにくく腫れ上がっている。いかにも業ごう病びようのようで、兵士は慌あわてて馬を遠ざけた。

「何用で旅支度をしている」

「ウラルの神官です。病を治すのも神官の役目。神がご不在となった今、各地の病人を手当しては、どうにか生き延びております。ハッシュウィルの兵士殿。この先にもまだ病人がおりますゆえ、どうか寛大なるご処置を」

「うむ。よかろう。早く行け」

　再び、全員がフードを被り、そろそろと歩きだす。

「神に見捨てられたせいかな。神官のくせに業病を患っている。憐あわれなものだ」

　嘲ちよう笑しようが聞こえたが、誰も顔を上げない。全員が病やんででもいるかのように、歩みは遅く、足音も立てずに進んでいく。

　だがそれも兵士の目が届かなくなると変わる。ゾエラ山の山やま裾すそに入ると、さらに一行の足取りは速くなった。

「オゼム神官、きつくはありませんか？」

「なぁに、どうということもないですよ。疲れた時は、マタタビの実を齧かじりますから、老いたりといえども健脚です。それよりミトリ様、漆うるしのかぶれは痛みますでしょうな」

「いえ、いただいた薬を塗ってからは、少し楽になりました」

　そのままの顔でいたら、兵士も疑っただろう。ミトリは神官にはどうしても見えない。騎士の気迫を持っているからだ。

　そこでわざと漆を塗って、顔を腫らしてごまかしたのだ。

　ミトリはハッシュウィルの爆撃により、山肌をえぐられたゾエラ山の山中を、まるで自分の庭のように案内していった。

「あの方の病は、どのようなものですかな？」

「はい、谷底に落ちて岩場に頭を打ち付けたようです。私が見つけた時には、頭から血を流して意識を失っておりました」

　思い出したくはなかったが、ミトリはあの惨劇の日を脳裏に浮かべた。

　どうにかハッシュウィルの追っ手をかわしたものの、谷底にいたアレンは瀕死の重傷だった。

　川沿いの洞どう窟くつにひとまずアレンを寝かして、以前神官に貰もらった傷薬と清らかな水だけで、慣れない手当を続けた。

　その甲斐あってか、どうにか一命は取り留めたが、目覚めたアレンは二歳の幼児に戻ったかのように何もできず、まともに話すこともしなくなっていたのだ。

「お体は回復したのですが、赤子と同じ状態です。何も覚えていらっしゃらないようで、私を父か兄とでも思っているのでしょうか。私にしか心を許しません」

　谷底に落ちる前までは、次代の王にふさわしい、気高く美しい王子だった。

　双子として産まれたせいで、王妃の乳だけでは足りずに、乳う母ばが雇やとわれた。それがミトリの母で、半年早く産まれたミトリはアレンとその妹シーナの乳兄弟なのだ。

　それだけの理由で、ミトリはアレンに対して生涯の忠誠を誓ったのではない。

　アレンの崇高なまでの美しさと聡明さに惹ひかれて、自分の生涯を捧ささげる覚悟をしたのだ。

　今は別の意味でアレンが愛いとしい。

　ミトリだけを信頼し、懐なついているアレンが、王子というより可愛かわいい弟のように思える。

「猟師の山小屋を譲り受けた、仮の王宮です。狭いところでご不自由をおかけすると思いますが」

「なぁに。神官は薬草を採るために、山にはよく行きます。ひどい時は何日も野宿ですからな。小屋といえども、立派な王宮ですよ」

　その仮の王宮が、一行の視界に入ってきた。

　確かに今にも崩くずれそうな、粗末な山小屋だ。煙突からは細い煙がたなびいていたが、それもすぐにゾエラ山の山頂から吹き下ろす風に散っていく。

「こちらに……荷を置いてください」

　ミトリが騾馬の荷台から、荷物を下ろすのを手伝おうとしていると、小屋の中から声がした。

「あーっ、あああ、あーっ」

　とても十七歳の若者の上げる声とは思えない。続けて山小屋の扉が開き、金の髪をした美しいアレンが走りだしてきた。

「ああ、リー、リ―――ッ」

　ミトリと名前を呼ぶことも満足にできないのだ。

　アレンの瘦やせ細った体を抱き留めながら、ミトリは救いを求めるように神官達を見つめた。

「これが……かつては、近隣国一の美しい王子と呼ばれた、アレン様のお姿です」

「おいたわしや……アレン王子」

　老神官は目頭をそっと拭ぬぐう。そしてアレンの足下に跪ひざまずき、王族に対する正規の礼をした。

「アレン王子、いや、今はアレン王となられましたな。神が不在となった今、未熟なれどお力添えいたしますゆえ、どうか、一日も早くご回復を……」

　けれど老神官のそんな態度も、アレンには何の意味もなかった。

　ミトリの顔にまだ残る腫れに気がついて、心配そうにさすっている。

　その姿は、天界から落ちてきた、無む垢くな天使そのものだった。
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　では、ウラルの神はどこに行ったのか。

　天界に戻ってしまったのか。それとも悪魔に負けて、この世界から消えてしまったのか。

　そんなことはない。

　神は今、白い豹ひようの体の中にいて、昼寝をしているシーナを見守っていた。

「ラウル。メイデン子爵、いつまで昼寝なんてしてるんだ。そろそろ陽が沈むぞ。貴殿、俺達の倍、食事に時間がかかるんだろうが」

　騎士達が仮の住まいにしているテントの一つに、ゴシュラム国のゴート王の第一騎士、ラウル・フォー・メイデンのテントがあった。

　その中では、金色の髪をした、美しい姫が眠っている。けれど目覚めた時には、魔法を使うと噂うわさされている、最強の騎士に姿を変えるのだ。

『ジュードか。では、そろそろお嬢ちゃんを起こすとするか』

　白豹の耳から、何やら緑色の煙のようなものが出てくると、そのままシーナの耳の中にそろそろと侵入していく。

「んっ……んんっ……ウラル、もうお目覚めの時間？」

『ああ、そうだ。ジュードが今、起こしに来たぞ。今夜は敵国へ潜入する、記念すべき夜だからな』

「そうだった」

　がばっと体を起こしたシーナの姿は、もう姫ではない。アレンそっくりの、少し瘦せた美しい若者になっていた。

　魔法を使っているのではない。

　シーナはウラル神にその体を貸し与えているのだ。その間は、女なのに男のような体つきになり、人の何倍もの能力を身につけられた。

「ウラルが入ってくると、途端におなかが空くんだもの」

　ぐぅーっと鳴ったおなかを押さえながら、シーナはテントを出る。そこにはゴシュラムの騎士団、赤髪のジュードとレディ騎士と呼ばれるレディ・ジョージア。それに鍋の騎士と名乗っている、料理人出身のバズがいた。

「こいつがどうしても連れていけとうるさいんだ」

　ジュードは困ったようにバズを示す。

「今夜乗り込むことを、誰が話したんだ？」

　シーナはじっとジュードを見つめて言う。

　赤髪の色男は、困ったように空を見上げて呟つぶやいた。

「調理場で管理している、ワインよりずっと強い大麦の酒を飲ませてもらったらな。つい、口が軽くなってしまって」

「メイデン子爵。決して足手まといにはなりませんから、どうか連れていってください」

　ジュードを押しのけるようにして、調理油でてかった顔のバズが申し出る。

「そう言われても……」

「せっかく騎士団に加えられたっていうのに、毎日騎士達の食事の用意ばかりじゃ、つまらないです。俺にも何かやらせてください」

「相手はハッシュウィルの兵士だ。下手をすると大おお怪け我がではすまないんだぞ」

「そんなのは覚悟してまさぁ。俺を甘く見ないでください」

　そうはいっても、元々が騎士の出身ではない。そんな者にまで頼らないといけないのかと、シーナは憂ゆう鬱うつだった。

　ハッシュウィルが爆薬を利用した武器を開発していることは、ラウルの偵察によって判明していた。

　この時代、まだ火器は粗末なもので、矢の先に油布を巻き付けて火矢として放つのがせいぜいだ。

　だがハッシュウィルでは、そこに爆薬という強力なものを括くくり付け、何倍もの破壊力を手に入れていた。

　実際にシーナの母国、ウラルの城もそれで滅ほろぼされたようなものだ。

『岩を砕いて、道を造らせた時に爆薬のことを教えたが、他には流出しないように気をつけたつもりなんだがな』

　爆薬を人間に教えた神、ウラルは嘆なげいている。

『やがて誰かが、原子力に気がつく。そして重力を絶たつ方法を発見し、高濃度のエネルギーを水中から搾さく取しゆする方法を覚え、いずれ……人も宇宙を目指すことになるのか』

『ウラル、私にもわかる言葉で言って。何を考えてるのか、まるでわからないわ』

『俺が知っている生命体の、様々な歴史さ。最初は火から、すべてが始まる。そうして最後は、俺のように高次元のエネルギー体へと、自らを進化させるんだ』

『で、ウラル、何をどうするつもり？』

『皆さんがお待ちだ。飯を食いながら話そう』

　シーナは軽く咳払いすると、騎士団の野営地の中心にある、食堂と呼ばれる場所に移動した。

「向ひ日まわ葵り油で揚げた川エビと鰻です。大麦とトマト、それに鶏肉の入ったシチュー。メイデン子爵のお好きな揚げパンには、貴族の贅ぜい沢たく品ひん、砂糖をまぶしましたって……聞いてる暇はなさそうですね」

　がつがつと食べるシーナの様子に、バズは元々細い目をさらに細める。
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「メイデン子爵。貴殿を疑うわけではないが、確認しておきたい。ハッシュウィルに送っている内偵とは、どのような者なのだ」

　ハーブを入れたお茶を飲み、堅いライ麦のパンとチーズだけを食べながら、レディ騎士は感情を伴わない声で訊いてくる。

「レディ・ジョージア。申し訳ありませんが、内偵者の命に関わることなので、お教えするわけにはまいりません」

　ナプキンで口元を拭うと、シーナは姿勢を正して答えた。

　他の騎士には気楽に話せるが、どうしてもレディ騎士には打ち解けた態度ができない。本当はもっと親しくなりたいと思うが、こんな時は女性であることを隠している身が悲しかった。

「おおぼらだったらどうする？　我々の身にも危険が及ぶというのに」

「怖いんだったら、レディはレディらしく、テントの中で刺し繡しゆうでもしていたらどうだ」

　ジュードの言葉に、レディ騎士は形のいい眉まゆを吊り上げた。

「私は軟弱者ではない。これから本格的な戦いがあるのに、無駄なことをして怪我など負いたくないだけだ」

「だったらラウルを信じろ。こいつにはおかしな神様がついてるに違いない。そうでなけりゃ魔法使いなんだ。大方、梟ふくろうでもハッシュウィルに飛ばして、情報を得ているんだろうさ」

　鶏肉の丸焼きをむしゃむしゃと食べ、ワインを水のように飲みながらジュードは言った。

　真実に近いだけに、シーナは何も反論できない。梟ではなく白豹を使っているのは違っていたが、おかしな神様がついているのは本当だった。

「行って実際に見てみれば、真実は判ります。ハッシュウィルが大量に火器を作り出してしまわないうちに手を打たないと、近隣の諸国はすべてハッシュウィルの……あの冷酷な銀の悪魔に支配されてしまいますよ」

　普通の人間とは明らかに違う、高い精神エネルギーを持った男だ。恐らく一つの物事から、さらに十、いや何百もの考えを導き出す天才と呼べる頭脳を持っているのだろう。

「だが……銀の悪魔にも欠点はある。やつには人心が理解しきれない。恐怖で支配できるのは、無敗のうちだけだ」

　シーナの呟きに、ジュードは呆れたように鶏を齧かじっていたのをやめた。

「本当におかしな男だ。レディのように見える時もあれば、勇敢な騎士の顔になる。かと思えば、どっかの神官みたいに、年寄りくさい顔をするしな」

「確かに……おかしなものだが、私は貴殿だけは男と意識することができない」

　レディ騎士の発言に、ジュードは慌てて手にしていた鶏を皿に戻した。

「て、いうことはあれか？　レディ騎士もラウル・メイデンの支持者なのか。男はお嫌いなようだが、男らしくないものがお好きとか？」

「従い兄と弟こに感じるような親しみを持っているだけだ。おかしなことを言うなっ！」

　戦いの場ではないというのに、レディ騎士は珍しく感情を剝むき出しにして、顔を赤くしながら怒っている。

「面白くないなぁ。どうしてみんな、ラウル、ラウルなんだ。まだ女も知らない、金髪のひよっこなのに」

　ジュードの怒りに、シーナは申し訳なさそうに微笑む。

「レディ達が私に興味を持つのは、二人きりになっても不ふ埒らちな行いをしないと安心できそうだからだよ。ジュードも少し行いを改めて、崇高な騎士を目指せばいいのに」

「ああ、ああ、家の財政が傾いていなけりゃ、どうでもいいレディ達のハンカチなんて拾いはしないさ。貧乏貴族のくせに子だくさんってやつでな。弟や妹が山ほどいる。みっともない妹には持参金を持たせて婚姻させないといけないし、頭の悪い弟には、賄わい賂ろを摑ませてでも仕事を見つけてやらないといけないんだ」

　そこまで一気にまくし立てると、ジュードはリンゴを一つ手に取り、キシュッと音をさせて齧り始める。

　その音を聞いたシーナは、たまらなくなって同じようにリンゴに手を伸ばした。

　空には半月が浮かんでいる。雲行きが怪しくなってきたせいか、時々姿を隠した。

「雨になるとまずい。急ごう」

　シーナは突然立ち上がると、甲かつ冑ちゆうを身に纏い始めた。

「神様のお告げがあったらしいな。どれ、それじゃ、我々も支度をするか」

　たった四人だが、むしろこれくらいの人数のほうが動きやすい。

　敬愛するゴート王に、何も告げずに行くのが少し心残りだった。
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　ハッシュウィルの都に戻らず、ハイルはそのままウラルの城に留まった。

　必要な部屋だけ整えさせて、あとは荒れたままにしている。ここを手に入れたからといって、それだけで喜ぶような男ではない。

　すべての国を手に入れたい。目の前のテーブルに近隣諸国の地図を広げながら、ハイルは戦闘の手だてを考える。

「まずは物資の豊かなゴシュラムからだ。鉱山もあれば、数万の兵を養えるだけの豊富な食料がある」

　ハッシュウィルより南に位置するゴシュラムの気候は温暖で、一年中、様々な場所で食料が手に入る。

　荒れ地の多いハッシュウィルの貴族は、金鉱で得た金でゴシュラムの美食を買い込んでいた。

　そうやって流れていった金も、いずれ取り戻す。ハイルはそこまで考えて、金色の揺らめきが脳裏に浮かんで、地図に置いていた手を握った。

「あれがアレンのはずはない。崇高な王子が、揚げパンの早食い！　ゴート王がいくら偉大な王と噂されていても、臣下に下るなど王族としての自尊心が許さないはずだ」

　噂は国境を越えて飛んでくる。

　ゴシュラムで毎年催される武術大会、そこでの優勝者、ラウル・フォー・メイデンの風貌を聞いて、ハイルは絶対にそれがアレンだと思ったのだ。

　ウラルの可か憐れんな二つの花。

　それは近隣諸国でも噂になっていた。

　旅の絵師が手にしていた、アレンとシーナの肖像画を手に入れた弟のラスタは、シーナに求婚するといきなり言いだした。

　ものを考えるという能力がほとんどないラスタは、欲しいものを我慢することもできない。シーナがどこかの王族に、明日にでも嫁とついでしまうのではないかと、慌ててハイルに求婚のための旅を提案したのだ。

　本来なら第一王子のハイルの婚姻が先だ。けれど婚姻になど興味のないハイルは、表向きは求婚ということにして、ウラルの内情を偵察するために同行した。

　シーナには最初から興味はない。はっきりとした自分を持っている女だ。ハイルにとっては、そんな女は一番苦手だった。

　かといって、自分のない弱々しい女が好きなわけでもない。

　ハイルは女を手に入れることで、幸せになれるなどと思ったことは一度もないのだ。

　それよりも、戦って国を制圧していくことが面白い。

　自尊心のある王族が、次々と自分の足下にひれ伏す場面を想像すると、どんな美女を手に入れるよりも興奮する。

「ウラルの王は……最期まで勇敢だったな」

　自らの手で葬ほうむった王のことを、ハイルは思い出してにやっと笑う。

「どうせなら……あの場で双子も殺しておくべきだったか……」

　いや、ただ殺すより、アレンを自分に従わせたかった。

　心根の真まっ直すぐな若者など、ハイルは何よりも嫌いだ。アレンにあらゆる苦しみを与えて、神も正義も信じられなくさせたい。絶望の淵に立たせ、暗黒の奈落に突き落としてやりたかった。

　そこまでされても這はい上がってきた時、アレンは変わっているだろう。

　きっとハイルによく似た魂を持っているはずだ。

　美しい金の天使は、邪悪な金の悪魔となって生まれ変わるのだ。

　そうなった時初めて、ハイルはアレンを自分の傍かたわらに置きたいと心から思えるのだ。

「アレンは手に入れたかったな」

　ゴシュラムの王宮にいるのは、本当に別の男なのだろうか。

　ハイルは気を鎮しずめて、テーブルの上に綺き麗れいな台座を置き、水晶の玉を載せる。じっと見ていると心が安まり、様々なものが形をなしてはっきりとしてくるのだ。

「アレン、どこにいる。おまえに苦しみを与えたい。荒すさんだ魂を得て、私のものになるがいい」

　ところが水晶は、アレンの姿をハイルの脳裏に見せてはくれなかった。

　代わりに赤い炎が浮かぶ。

「……何かあるな」

　ハイルは急いで窓の側に寄った。

　雲が速く流れて、中空の半月を時折隠す。そんな様子を見ていると、不安が湧わき上がって落ち着かなかった。

「おかしい……」

　何かの異変が、今まさに起ころうとしているような予感がした。

「……そうか。寄り道をしたのが失敗だったな」

　自分のものになった城で、満足感を得ようとしたが、そのためにウラルに寄ったことがいけなかったのだ。

　何かが起こる。

　強い予感がハイルを襲った。

　これまで何度も、この予知の力で助かった。無敗軍団を結成したのも、どこからともしれない声によって思いついたことだ。

　予知したことは、すべて当たる。ウラル攻略の成功も、ハイルにとってはすでに予知していたことだった。

　けれどアレンの行方だけは、どうしても摑めない。

「本当に神がいるのか……アレンは神に守られているのだろうか。だとしたら、ぜひ、打ち負かしたいものだな」

　水晶が見せた炎の幻覚は、何を意味しているのだろう。

　最悪の事態を思いつき、ハイルは夜だというのに声を上げた。

「馬を用意しろ。ハッシュウィルに戻る」

　どうせもう間に合わない。わかっていても、神がどんな手を使って挑戦してくるか、その目で確かめずにはいられなかったのだ。
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　時折隠れる月に助けられて、シーナ達一行は国境を守るハッシュウィルの兵に気付かれることなく、馬を進めることができた。

　ゴシュラムの北に位置する場所に、ハッシュウィルとの国境はある。海に近い荒れ地で、ハッシュウィルには過去に何度か噴火した山があり、ほとんど草も生はえない荒れ地が続いていた。

「身を隠すものがない。気をつけて行こう」

　シーナの目は、ウラルを宿している時は夜でもよく見える。松たい明まつの明かりもなく、間違わずに先導していくから、一行は驚いていた。

「見ろ。あんな場所に大きな建物がある」

「何があるって。俺にはゆらゆら揺れてる松明の明かりしか見えないんだが」

　指差してもジュードには見えない。他の二人もそうだった。

「馬はこの辺りに繫つないでいこう。甲かつ冑ちゆうや剣の音をさせないように。それとバズ。命じたものは持ってきたか？」

「ええ。油と酒ですが、そんなもので何をしようってんです」

「瓶はあるな」

「はい、酒の入っていた瓶がありますが」

「そして種たね火び……」

　シーナは小さな黒い燃える石、石炭を火種入れの中に入れて、革袋に包み腰に下げていた。

「いいか。忍び込んだら、敵兵はできるだけ殺さず、当て身で気を失わせろ」

「ラウル。戦いくさはもう始まってるんだぜ。敵にお慈じ悲ひを垂たれてどうすんだ」

　ジュードは面白くなさそうだ。

　けれどシーナはきっぱりと言った。

「こちらから先に戦を仕掛けるわけにはいかない。今日、ここで起こることも、あくまでも事故のように装うんだ」

「わかったよ、隊長。それで、どうするって」

「その目でしっかりと、爆薬を使った武器がどんなに恐ろしいか確認してほしい。たとえここで爆薬を爆破しても、ハッシュウィルはいずれまた爆薬を作り出す」

「貴殿は何でもわかったかのように言うな。その根拠はいったい何なのだ」

　レディ騎士は手厳しい。シーナはレディ騎士の肩を優しく叩いて、秘密を打ち明けるように言った。

「正直に告白します。実は魔術を学んだんです。動物を意のままに繰り、自分の目の代わりに使える術を知っています。ですが安心してください。間違ってもあなたの寝室を覗のぞいたりはしませんので」

「それはありがたい……貴殿に男らしさは感じぬが、一応は成人した男子のようだから」

　レディ騎士はふんっといった感じで顎あごを上げると、さらに胸を反らす。甲冑の中にある大きな胸のせいで、逞たくましい男のように見えた。

「爆薬に巻き込まれないように。私が火を放ったら、全員、と、いってもたった四人だが……ともかく、すぐに逃げ出すように。逃げ遅れたら、自分の身が危ないからな」

　シーナは小走りに、爆薬のある建物に向かって進んでいった。

　三人はその後をついていく。かちゃかちゃと鳴る甲冑の音が耳みみ障ざわりだ。

　建物の中では、兵士がのんびりと酒を回し飲みしていた。こんな辺境の地に、まさか深夜に訪れる敵などないとでも思っているのだろうか。それともハッシュウィルの兵士は、怠なまけ者ものが多いのかもしれない。

「甲冑を隠せ。金属の摩ま擦さつで火花が散れば、それだけで引火する」

　シーナは小声で三人に命じた。ジュードとバズはすぐに応じたが、レディ騎士はしぶしぶといった感じだ。無理もない。甲冑の下に厚手のシャツを着ているとはいえ、やたらと胸が目立ってしまう。

　ジュードがちらっと盗み見るたびに、レディ騎士はきっと睨みつける。シーナはそんなジュードの耳を引っ張った。

「命にかかわる場所で、士気を乱すんじゃない」

「わかってるよ、隊長」

　やれやれといった感じで、ジュードは肩を竦すくめた。

　兵士に気付かれないのをいいことに、シーナはさらに奥へと三人を導いた。

　瓶がずらっと並んでいる。大きな作業台の上には、鉄製の大小の筒が無数積み上げられていた。

「これが爆薬だ」

　陶製の大きな瓶の蓋を開き、シーナはその一摑みを手にする。窓からの僅かの月明かりの中で、三人は黒い粉末をじっと見つめた。

「砂みたいだな。こんなものが爆発する元なのか？」

　好奇心旺盛なジュードは、早さつ速そく指先につけてにおいを嗅かいでいる。

「少量だったら、このまま火を点けてもパチパチと火の粉が飛ぶ程度だ。けれど筒に入れると、何倍もの爆発力になる。あの筒で、大きな岩が砕け、あっちのもっと大きいのでは、城壁が楽に崩れるんだ」

　三人は顔を見合わせた。

「どれだけの破壊力か見せてやる。瓶の蓋をみんな外して倒すんだ。バズ、この大きな筒に中身を入れてくれ」

　一番大きな筒を渡されて、バズは恐ろしそうな顔をしている。

「入れたら、少しずつ零こぼして、外に出る。気をつけてくれ。剣がぶつかり合うだけでも、場合によっては引火する」

「魔術師か……さすがだな。こんなものにまで精通しているのなら、どうしてゴート王に作り方を進言しない」

　レディ騎士の質問に、シーナは首を大きく横に振った。

「人を殺したり、街を破壊するための道具なんて、ないほうがいいに決まっている。ゴート王はそんなものを必要としないはずだ」

「どうかな。ハッシュウィルに攻め込まれたら、考えを変えるかもしれない。しかしあれだな。こんなもので戦いが決まるなら、武術訓練に明け暮れるだけの騎士なんて、必要がなくなるんだろうか」

　ジュードは落ち込んだ言い方をした。

「騎士が学ぶのは、人の殺し方だけじゃない。王と共に、国と民を守ることが一番大切なことだ。だからどんなに戦闘方法が変わっても、騎士道がなくなることはない」

　今度はジュードを励まし、シーナはため息をついた。

「急ごう。そろそろ兵士達の飲んでる酒もなくなる頃だ」

　バズはシーナに命じられたとおりに、手にした筒の中身を少しずつ零して後あと退ずさる。甲冑を隠した辺りまで来ると、シーナは油の入った瓶を手にした。

「敵兵といえども殺したくない。私がやつらの注意を引きつけておく間に、急いで馬を繫いだ場所まで走れ」

「何をやるつもりだ」

　ジュードは心配そうに尋ねる。

「まさか自分の身を犠牲になんてしないだろうな」

「この程度のことで、簡単に死んでたまるか。馬が怯おびえて逃げないように、しっかり捕まえておいてくれ。それとジュード、私の甲冑を頼む」

「いいけど、もし見つかったらどうする。生身で斬り合いをするつもりか？」

「やつらにも私と斬り合いをしている余裕なんてないさ」

　自信たっぷりにシーナが言ったので、三人はそれで納得したのか走り始める。

　その姿が遠のくと、シーナは瓶の口に布きれを押し込み、そこにたっぷりと強い酒を染みこませ、持ってきた火種で火を点けた。

　爆発させるために持ってきたのではない。敵の兵士を逃がすためだ。ウラルのこういった配慮に、シーナは感動している。

『ウラル、優しいのね』

『本当に平和なら、敵も味方もない。国境もなければ、風習の大きな違いや言語の違いもなくなるんだ。俺は神様失格だな』

『どうしてそんなこと考えるの。人の世界はあなただけが作ったんじゃないわ』

『そうとも言えるけどな。ありがとうよ、お嬢ちゃん。少しは心が慰なぐさめられた』

　布が燃えだすと、シーナは思いきり遠くに投げた。大きな音がして、破裂した瓶から零れ出た油は、僅かの枯れ葉に燃え移って、パチパチと派手に爆はぜ始める。

「何だっ、どうした」

　兵士達は慌てて外に飛び出してきた。

「何かが燃えてるぞ」

「消せ。火が移ったら大事だ」

　慌てて走る兵士達の姿を見ながら、シーナは建物まで続く、黒い蛇へびのようにうねっている爆薬に、種火をそのまま落とした。

　ぱっと火の粉が散った。そしてあっという間に火は、建物に向かって走っていく。

『驚いたな。かなりの精製技術だ。シーナ、急いで逃げろ』

『これでも一生懸命走ってるわよ』

『間に合わない。伏せろっ！』

　ウラルが叫ぶと同時に、背後で大爆発が起こった。爆風はひどく、シーナは伏せるというより地面に投げつけられた恰好になっていた。

『すごい……あれは何なの』

　次から次へ、まるで火山の噴火のように爆発が続いていく。

　シーナは地面を這うようにして、仲間の元に急いだ。

『恐ろしい。あれだけの爆薬が、ゴシュラムの人達の頭上に降り注ぐのかと思うと、ぞっとするわ』

『少なくとも千人は救えたさ』

　ウラルはほっとしたようだ。

　シーナも同じようにほっとした。これでしばらくの間は、ゴシュラムに大量のハッシュウィルの無敗軍団が攻め込んでくる心配はなくなる。

「ラウル、無事か？」

　怯えて嘶いななく馬の手た綱づなをしっかりと握ったジュードが、近づいてくるシーナに声をかけた。

「ああ、どうやら無事だ」

　ふらふらとしながらみんなの元に寄ると、レディ騎士がいきなり笑いだした。

　滅多に笑い顔など見せないレディ騎士が、何をそんなに笑っているのだろうと怪け訝げんな顔をシーナが向けると、ジュードとバズも笑いだす。

「何だ、どうしたんだ」

「その髪。まるで金色の鶏にわとりみたいになってるぞ」

　ジュードに言われて、シーナは恐る恐る髪に触れてみる。

　爆風を浴びたせいか、自慢の金の髪は見事に逆立っていた。
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　建物はすべて焼け焦げ、ただ黒い炭になっているばかりだ。溶けた金属はまだ熱を持っていて、近づくとむっとした熱さが顔を打つ。

　ハイルは爆薬庫の惨状を見ながら、一カ所に集められ、怯えている見張り役の兵士達に向かって言った。

「あれだけの爆発に遭いながら、なぜお前達が生きている」

「申し訳ありません。空から、火の塊かたまりが振ってきて、枯れ葉を燃やしているのが目に入ったものですから、それを消すことに夢中になっておりまして」

　震えながら言う言葉に、ハイルは炎の道筋を示した。

「ではあれは何だ」

　うねうねと黒い蛇のように続く焦げ跡は、爆発の後でも僅かに残っていた。

「あれは……何かわかりません」

「わからないだと？　何者かが爆薬を盗んで、あそこまで火の道を作ったんだ。そんな簡単なこともわからないで、ハッシュウィルの兵士とよく名乗れるな」

　怒声を浴びせたりは決してしない。ハイルはあくまでも冷静で、声はぞっとするほど冷たかった。

　兵士達が震えているのは、外気の冷たさのせいではない。

　ハイルの冷たさによってだった。

「誰がやったかは想像がつく……」

　剣の先で焼け焦げた筒を払いのけながら、ハイルは火の道を目で追った。

「一人で来たか……いや、違うな」

　その時、ハイルの忠実な部下が駆け寄ってきて、早口で告げた。

「あちらに馬のいた跡があります。恐らくは四頭」

「四人か。思ったより少ない。ということは、精鋭を味方につけたということだな」

　ラウルと名乗る謎の騎士。その正体が誰なのか、未だに判明しないままだったが、ハイルの脳裏には、金の髪をした若者しか思い浮かばない。

「散った無敗軍団を集めろ」

「はっ。ウラルに常駐している兵はどういたしましょう」

「ウラルなどもうどうでもいい。かねてよりの計画どおり、ゴシュラムに攻め込む」

「爆薬はほとんどありませんが……」

「爆薬？　そんなものに頼らずとも、ハッシュウィルの無敗軍団は無敵だ。愚おろかな兵は、無敗軍団には一人もいない」

　ハイルは見張り役の兵士達の元に戻ると、剣を素早く動かした。

　誰一人、悲鳴を上げることもなかった。一瞬にして、五人の兵は喉のどを斬られて絶命していた。

　見守る兵達は無言だ。失敗すれば、容赦なくこうやって始末される。明日は我が身かと、みんな表情を硬くしていた。

「金の王子……そうだな。刺客をゴシュラムに放て」

　ハイルは切り捨てた兵士の衣服で血ち糊のりを拭いながら、簡単なことのように命じた。

「刺客ですか？」

「男、女、老人、子供。何でも使え。金の王子……いや、魔術師と呼ばれる騎士の命を奪った者には、高額な報賞金を支払うと命じるんだ」

「はっ……では、よろしければ私めも、その役目に任じていただければ幸いです」

「いや、兵はすぐに気付かれる。それでは返り討ちに遭いにいくようなものだ。あの魔術師にも弱点はあって、たとえ敵でも非力な者は殺せない」

　自分が殺した屍しかばねを見下ろして、ハイルは冷たく笑う。その顔には確信が溢あふれていた。

「こんな役立たずの番兵を逃がすために、わざわざ余計な騒ぎを起こしたんだ。爆発で敵兵が死のうが生きようが無関係、むしろ敵兵の数が減って喜ぶべきだというのに」

　つまらないところで弱点をさらすものだと、ハイルは嘲わ笑らった。

「非情になれない者は、真の勝利者にはなれない」

　一瞬でも金の王子に畏い怖ふの念を抱いた。そんな自分を叱しつ咤たするように、ハイルは焼け焦げた荒れ地を踏みしめながら、どんよりとした空を見上げる。

「神の慈悲をきどるがいい。そんなものは、これからの時代、何の役にも立たないと、私が証明してみせる」

　ハッシュウィルに吹き付ける風は、もう焼けるものなどないような荒れ地をさらに焼こうとしている。溶けた金属は、またもや赤くなり、まるで溶岩に覆われた大地のようになっていた。
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　皆のシーナへの信頼は、もはや揺るぎないものになっていた。

　言うなと口止めしていたのに、やはり無理だった。バズが思わず誰かに話したことが漏れて広がったのだ。そのせいでゴシュラムの騎士達は、最強の魔法使いを手に入れたと思ったようだ。

　けれどそれで何もかもがうまくいくとは限らない。国境に続々とハッシュウィルの兵が集まってきたことが伝わってくると、ゴート王としても黙ってシーナ達のしてきたことを見過ごすわけにはいかなかった。

「ラウル・メイデン……」

　その夜、王の居室に呼ばれたシーナは、ゴート王の黒の瞳にじっと見つめられて、視線を返すこともできずに俯いていた。

「おかしな噂を聞いた。ハッシュウィルの爆薬庫を、破壊したというのは本当か？」

「……はい……出過ぎた真似をいたしました」

「そうだな。それではまるで、こちらから宣戦布告をしたようなものだ」

　ゴート王は椅子に座っていたが、立ち上がって窓に近づく。城の最上階に位置する王の部屋からは、ゴシュラムの町が見渡せる。もう夜も更けたというのに、あちこちに灯りがまだ瞬またたいていて、この国の繁栄ぶりが窺うかがえた。

「ラウル、私は王という立場が今夜ほど悲しいことはない。どんなに親しい間柄でも、処罰は執とり行わないといけないものだ」

「……」

　シーナは顔を上げ、肩を落としたゴート王の背中を見つめた。

　父に叱しかられた時を思い出す。滅多に叱らない父だったが、シーナが王族としてふさわしくない行いをした時には、厳しい叱責が待っていたものだ。

　ウラルが勝手に仕組んだことだと、言い訳することはできない。ゴート王にとって、ラウル・メイデンはただ一人しかいないのだ。その中に姫の心と神の心が、同時に存在しているなどと、どう説明してもわからないだろう。

「騎士団の士気を高揚させたいのはわかる。だが、それだけのために、隣国の資産を勝手に破壊していいものなのか？」

「あ、あれは資産などというものではありません。武器です。あのままにしておいたら、大勢の人間が爆発で怪我をするか殺されるでしょう」

「山を切り崩すために使うと言い訳されたら、どうするつもりだ」

「……」

「ハッシュウィルは山岳地帯が多く、鉱山の採掘が主な産業だ。そのために爆薬を使うことをいち早く学んだのだろう。実際にそれで採掘をしている」

　ゴート王の言っていることはもっともだ。ウラルは何の反論もしない。できないはずはないだろうが、あえて何も言わなかった。

　シーナは一人叱られている。アレンがやった悪いた戯ずらなのに、一人で叱られたことを思い出していた。

「ですが、ウラルの城は、それで攻め落とされました」

　それまで沈黙を続けていたウラルが、突如、シーナの口を借りて話しだした。

「同じことを、ゴシュラムの城や町に行わないという保証はありません」

「やるという確証もない。むしろいい口実を与えてしまったことになる」

「我々がやったという証拠もありませんが」

　ウラルは食い下がるが、ゴート王は悲しげに首を横に振るばかりだった。

「証拠などいらぬ。事実、爆破されたのだ」

「……申し訳ありませんでした」

「処罰の覚悟はあるか？」

「はい……」

　いよいよゴート王から、シーナの処分が下される。国外追放、最悪の事態もあるだろうなと、シーナは怯える。

　ここにずっといたかった。

　ゴート王は聡明であり、シーナのことをウラルの王子だと疑いながらも、ハイルから守ってくれた信頼できる人物だ。彼のために働きたいと、シーナは本気で思っている。

　もちろんそれだけではない。決して認めたくはなかったが、シーナはゴート王に臣下以上の気持ちを抱いていた。

　レディ・サナという婚約者がいることも知っている。

　シーナのことを男だと信じ込んでいるから、どんなにシーナが思いを寄せても、虚むなしいだけだということもわかっていた。

　それでも好きな人の側にいたいのは、シーナがずっと隠している、悲しい女心だ。

「では、ラウル・メイデン子爵。今より、私がよいと言うまで、蟄ちつ居きよを命じる」

「……部屋から出るなとの仰せですか……」

　ゴート王の第一騎士であるシーナの役目は、ゴート王の警護だ。もちろんシーナ以外にも、立派な騎士を大勢ゴート王は抱えている。誰が第一騎士でも、戦局にあるわけではない今、問題はなかったのだが。

「私は明日より、近隣諸国との会談に旅立つ。ウラルの国民を、ハッシュウィルの暴挙から守るという役割も近隣諸国にはあるのだ」

「ご同行が許されないということですかっ」

　城からゴート王の姿が消える。ウラルのために働いてくれるというのに、シーナはゴート王を守ることすら許されない。

　シーナの落胆は大きかった。

「ラウル、何事も急ぎすぎてはいけないのだ。こちらもまだ準備が十分に整っていないのに、戦闘になったら死傷者も数多く出るのだから」

「はい……」

「だが、兵団を組織することに成功したことは評価する。評価はするが、処罰は受けるべきだ。これより自室にて、己おのれの過失を深く反省するように」

「畏かしこまりました……失礼いたします。王の旅が、ご無事であることを祈っております」

　シーナは礼をすると、ゴート王の部屋を出た。

　廊下には、シーナの侍従となったオズベルトがいる。まだ少年だが、大人のように気配りができるので、シーナの打ちしおれた様子を見て、一言も声を出さなかった。

「オズベルト、今夜はもう休んでいいよ」

　部屋に戻ると、シーナはオズベルトの顔を見ないで言った。

「はい……それでは先に休ませていただきますが、子爵様……元気を出してくださいね。子爵様の大好きな果物とワイン、それに胡桃くるみのパンとチーズをご用意しておきました。よろしければ召し上がってください」

「ありがとう……」

　一人になって泣きたかったが、シーナはオズベルトの気配りに感謝して、その体をそっと抱きしめた。

「子爵様、お願いですから、また城を出るなんて言わないでくださいね。僕にできることでしたら、何でもします。お慰めしますから、どうか……」

「城を出ることはないよ。逆に城に閉じ込められた。しばらくは部屋でおとなしくしていなさいと命じられた。オズベルト、私は退屈が大嫌いなんだ。遊び相手になってくれ」

「はい、何でもご用意しますからね。元気出してくださいね」

「ありがとう……だけど今夜は一人にしてくれ。反省しないといけないことが、山ほどありそうだ」

「はい、子爵様、お休みなさい」

　オズベルトが隣室に引き下がると、シーナは大皿に盛られた果物を見つめる。いつもなら真っ先に飛びつき、がつがつと食べるところだったが、今夜は見事な大玉のザクロを見ても食欲は湧いてこなかった。

　シーナは寝室に入り、ベッドに倒れ込む。

　そして枕に顔を埋めて、誰にも声を聞かれないようにして泣いた。

　ざらついたものが頰ほおに触れて、シーナは顔を上げる。日中は檻に入れられている白豹が、シーナの元に戻ってきたのだ。

　それと同時に、シーナの中からウラルの気配が消えた。

『お嬢ちゃん、そんなに大好きな王様と離れるのが寂しいのか？』

　白豹となったウラルは、ゴロゴロと喉を鳴らしながら、シーナに身を寄せてくる。シーナはその体を抱きしめて、美しい被ひ毛もうを撫でさすった。

『ウラルが勝手にやったことじゃないの。なのに責任はみんな私に押しつけて』

『しょうがないだろう。体が同じなんだから。それよりシーナ。ゴート王がなぜ、近隣国の王族との密談に、シーナを連れていかないのか、理由はわかってるよな』

　シーナは考える。必死になって考えているシーナに、白豹は猫科の獣では絶対に無理なはずの笑顔というやつを見せた。

『王族の中には、アレンを知っている者もいるはずだ。ハイルに対して、絶対にアレンじゃないと言い張ったゴート王の立場も考えろ。ウラルの王族とすでに密約ができていて、ハッシュウィルの脅威を訴えていると思われたら、ゴート王の立場も微妙になるだろ』

「そうね……私ったら、自分のことばかり考えていた」

『これだから恋する乙おと女めってやつは、扱いづらいんだよな』

「そんな言い方やめて。いったい、いつ、誰が恋したっていうの」

　ウラルに噓うそはつけない。何もかも知られているのに、シーナは言葉だけは強気に反論してみせた。

『いい機会だ。部屋でおとなしくしていろ。俺はちょっと散歩に行ってくる』

「いやよっ。ずるいわ。一人だけでどこかに行くつもり」

『お嬢ちゃんは走るの遅いし、体が重たいんでね。夜はこっちの体のほうがずっと便利だ』

「ひどい。落ち込んでる私を残して、どこに行くつもり」

『国境まで一走りしてくる。ハイルのことだ。爆薬のほとんどをなくした程度では、進軍を諦あきらめたりはしない。どうやってゴシュラムに攻め入るか、戦略を練ってるはずだ』

　白豹はシーナの側を離れると、窓からテラスにひらりと飛び出した。

「勝手なんだから。私をもっと慰めてくれてもいいじゃない」

　シーナは枕をぼすぼすと殴って八つ当たりをしたが、それも虚しいとやがて気付く。

「どうして男達って、戦事になるとあんなに夢中になるのかしら。あんな煙みたいな姿してるけど、ウラルは絶対に男よ」

　ため息をついたシーナは、シャツの胸元をそっと開いてみる。

　白い乳房が見えた。

「体を洗おう。本当は城内の大浴場に行きたいけど……」

　ゴシュラムには湯の出る泉があって、城内にもその豊富な湯が引かれている。王族のための湯浴み室とは別に騎士達専用、レディ専用とあり、さらに下級の者にまで広く浴場が解放されていた。

　けれどシーナは、深夜、ウラルに護衛させてこっそりと入るしかできない。それが叶かなわない時は、寝室の外れにあるカーテンに仕切られた場所で、冷たい水で体を洗った。

「髪もぼさぼさ。体は土つち埃ぼこりだらけで、顔は真っ黒……シーナ王女……そうよ、それでも私は、まだ王女だわ」

　シーナはカーテンの内側に入り、着ているものを脱ぎ始めた。

　体は瘦せてもいないし太ってもいない。ウラルの国を出て来た時、そのままだ。

　だが筋肉は増えたような気がする。ウラルの力を借りて、男の形なりをして暮らしているせいだろうか。

　無理もない。毎日が乗馬と剣の訓練だ。時には組み手もやる。王女だった時より、ずっと活発に動き回っていた。

　昔はこんな生活に憧あこがれていた。詩の朗読をさせられたり、刺繡をする時間は死ぬほど退屈だと思っていた。王女として学ぶことで、唯一楽しめたのは神学を聞くことと、音楽の時間、そしてダンスの練習だけだ。

　刺繡は今でもやりたくない。けれど恋の詩の朗読はしてみたい。竪たて琴ごとを弾ひいて歌っていたいし、もし相手がいるのなら、ダンスも楽しみたかった。

「アレンとミトリ。二人がいたから、いつだってダンスの相手には不自由してなかったわ。アレンはダンスも上手だったのに……」

『こらっ、シーナ。足を踏んだな』

　アレンは露骨に嫌そうな顔をする。

『うるさいわね。ミトリは絶対に文句なんて言わないわよ』

『シーナは元気がありすぎる。ダンスっていうものは、もっと優雅に振る舞うものだろ。それじゃ道化達が踊ってるみたいだ』

　悔しかったから、アレンの足を思いきり踏んでやった。するとアレンは、お返しのようにさりげなくシーナの足を踏んでくる。

　それから取っ組み合いの兄妹喧げん嘩かになって、乳母に叱られたものだ。

　今となってはすべてが懐なつかしい。

「ウラル、私を一人にしないで。一人になると、思い出が私を苦しめるの。私は、このままずっと一人で生きていかないといけないのかしら……寂しい……アレン……生きているのなら、どんな姿になっていてもいいから会いたい……」

　髪を洗いながら、シーナは泣いた。蜂はち蜜みつ色の髪から滴したたる水が、涙まで一緒に流していってくれるから、シーナは誰に遠慮することなく思いきり泣ける。

　いつもはこんなに涙もろくない。やはり今夜は、ゴート王に叱られたことがかなりこたえているのだ。

　しかも王は、明日旅立つ。そうなると側近くで、楽しく談笑するような機会もなくなる。

　騎士達といるのも楽しいし、彼らを尊敬もしているが、やはり王は人間の器が違う。殺された父王や、アレンとも似たところが多くあるのは、生まれつきの王族だからだ。

　ゴート王の側にいると安心できる。王は博識だったから、どんな話をしていても尽きるということはなかった。

　シーナが側近くにいるようになって、王は遊あそび女め達のいる部屋を訪れることもほとんどなくなったようだ。それは感謝しているが、そのせいで婚約者のレディ・サナとの婚姻を急ぐかもしれないと考えると、また憂鬱になってくる。

「駄目よ……もうそんな気持ちは捨てなさい。あたしは……シーナじゃない。魔法を使う騎士なんだから、誰かを恋する資格なんてないの」

　洗った髪に、オリーブのバージンオイルを垂らす。そうして馴な染じませていくうちに、シーナの髪は綺麗なウェイブを取り戻した。

　体を洗い、後には花の香りの溶け込んだオイルで手入れする。がさがさだった顔や手先は、つるつるになっていた。

「ああ……いい……気持ち。しばらく外に出られないんなら、自分の体の手入れでも……」

　その時、ドアを激しく叩く音がしたので、シーナは慌てて大きな体を拭くための布で、全身を包んだ。

「お待ちください。ただいまうかがってまいります」

　オズベルトの声がする。そしてカーテンのすぐ近くまで、オズベルトの足音が近づいてきた。

「子爵様。ジュード様とレディ騎士がお見えになっておりますが」

「も、もう休んだと言いなさい」

「はい、そう申し上げたのですが、ご処分を知ったらしくて、どうしてもお話ししたいと」

「あ、明日。明日にして」

「……子爵様、どうかなさったのですか……」

「い、いや、何でもない。それじゃ、少し待たせて。オズベルト、レディ騎士はハーブ湯がお好きだから、何か用意しなさい」

「はい……」

　シーナの声の様子がおかしかったから、オズベルトは疑っているのだろう。

「どうしよう。寝間着で出るわけにいかないし、汚れた服をまた着たくないけど……」

　諦めてシーナは、汚れた服を再び着た。

　こんな時は、着る物に無頓着な騎士達が羨ましい。彼らは清潔というものを、大いに誤解している部分もあるが、戦場では誰も汚れた下着を笑うことはないのだ。

「ラウル、ラウル・フォー・メイデン。しっかりしなさい。ウラルがいなくても、私はラウルになれるんだから」

　シャツの上に上着を羽織る。たっぷりとした上着は、シーナの小振りだけれど形のいい乳房を隠してくれた。けれど喉が見えると、やはり男と女では違う。襟の立つようなシャツではなかったので、シーナは急いで簞たん笥すの中から、腰に巻くシルクのサッシュベルトを取り出し、それを首に巻いた。

「子爵様。もう皆様をお部屋にお通ししてよろしいでしょうか？」

「ああ、待たせたな」

　いつものように落ち着いた声で話しながら、シーナは椅子に座った。それと同時に、ジュードとレディ騎士が部屋に入ってきた。

「どうした、ラウル。まさか女でも連れ込んで、いいことしてたのか？」

　にやにやしながらジュードは、部屋の中を点検して歩いている。

「ああ、そうか。ラウルは変わった趣味があるからな。相手はそこの侍従かな」

「ジュード。私と剣を合わせたいか」

　シーナが怒ったように言うと、レディ騎士も大きく頷く。

「まこと騎士にふさわしからぬ、下世話なものの考え方をする男だな」

　冷たくレディ騎士に言われて、ジュードは肩を竦める。

「貴殿らのように、清い生活をするくらいなら、僧院にでも入るさ。可愛い侍従。ワインを頼む。ラウル、付き合うよな」

「いや……私は……」

　ジュードはオズベルトが杯を用意すると、早速テーブルの上に用意されたワインに手を伸ばす。だがシーナは、ウラルがいなければ一杯のワインも飲みきれなかった。

「どうした。王から処罰を受けたと聞いたから、こうして慰めに来てやったんだぞ。俺達だって加担したのに、こっちには何の処分もお咎とがめもなし。それって不公平だと、嘆いてるんじゃないかと思ってな」

　当然飲むだろうと、シーナの杯にまでたっぷりとワインを注いだジュードは、シーナの様子がいつもと違うことに初めて気がついた。

「ラウル、どうしたんだ、その髪」

「えっ……」

「やけにくるくる巻いてるな。女の子みたいで可愛いけど、あれか、第一騎士を外された腹いせに、おかしなことでも考えてるのか」

「いや……」

「首に巻いてるのは何だ」

「えっ、あ、いや……」

　ジュードはふーんといった顔をすると、シーナに顔を寄せてくる。

「しかもやたらにいい匂いがする。ハーブと花の匂いがする、まるでどこかのレディのようだ」

　シーナの髪の匂いを嗅かごうとしたジュードは、レディ騎士に足蹴りされて、どんっと床につんのめった。

「おいっ、いきなりそれはないだろう」

「個人の嗜し好こうをとやかく取り立てるものではないっ。私のように、女だてらに騎士を名乗る者もあれば、メイデン子爵のように、男ながら化粧をする者があってもよかろう」

「ああ、ああ、そうだよな。それで、俺みたいに、ひどくまともな野獣の男がいてもおかしくないわけだ」

　レディ騎士はオズベルトが用意したハーブ湯を飲みながら、ジュードに冷たい視線を向けている。

　けれどシーナには、二人がじゃれあっているようにしか見えなかった。

「王の処罰に対して、貴殿、不満はないのか？」

　レディ騎士に訊かれて、シーナは考え込む。

　ゴート王がシーナを遠ざけた理由は、きっとウラルの言ったとおりだろう。近隣国の中には、シーナと顔見知りの王族もいるはずだ。

「王はお怒りになったのではないんです。皆が勝手に思ったまま行動したら、せっかくまとまりかけた騎士団が分裂するとのご配慮でしょう。いわゆる示しというやつです」

「……それだけが理由かな……」

　じっとシーナを見つめるレディ騎士の瞳には、疑惑の影がちらついていた。

「調子に乗りすぎた私に対しての、戒いましめの意味もあったと思います。ゴート王のご寵ちよう愛あいを受けて、私は少し舞い上がっていました」

「それで今度は、別の方でご寵愛を受けるつもりか。そーんな髪にして、洒しや落れたものを首に巻いて、肌も磨みがいて……」

「ジュード。明日からゴート王はいない。王に見せるために、こんな恰好をしているんじゃないんだ。これは私なりの……新しい装いの工夫だ」

　苦しい言い訳に、ジュードは大声で笑い出す。

「さすがだ、ラウル。もっと落ち込んでいるかと思ったら、着る物の研究かよ。ラウルらしい」

「そうだ。この国の男達は、美しさというものを誤解している。戦場ではどんな不潔な形でも構わないが、普段はもう少し優雅さを学ぶべきだ」

　ジュードは簡単に信じたが、レディ騎士は何を思ったか、杯の中に浮いているハーブをじっと見つめている。

「君達の心遣いは嬉しい。実はかなり落ち込んでいて、こんなことでもしないと、気持ちが沈みっぱなしでね」

「安心しろ。俺達が伝令役になってやるから、ここから騎士団に指示を与えてくれ。せっかくまとまりかけたんだ。ゴシュラムの軍だって、ハッシュウィルの無敗軍団を破れる。みんな、そんな気持ちになってきている」

「そうだな。訓練方法を指示するから、これからも続けてほしい。あっちは五年以上かけて作られた無敗軍団だが、こちらはそれにも負けない、最強騎士団にしよう」

「ああ、任せろ」

　ジュードはワインに手を出さないシーナを怪しみながら、シーナの分までワインを飲み干した。

「しかし、ラウル。今の感じだと、ドレスを着ていたら絶対にレディに見えるぞ。もしかして貴殿、レディに変装して外出するつもりだったんじゃないのか？」

「……いや……」

　ジュードのさりげない一言が、シーナにとんでもないヒントを与えてくれた。

　女の姿に戻ってしまえば、誰の目も気にしないで城を出られるかもしれない。

　幸い、ゴート王は明日からいない。最低五日は帰らないだろう。

　その間にシーナは、アレンに会いに行きたいと思ったのだ。

　シーナに会ったら、壊れてしまったアレンの魂も復活するかもしれない。そんな期待もあったから、ぜひ、アレンの隠れている場所を探しに行きたかった。

「遅くまですまなかった。メイデン子爵、今こ宵よいはゆっくりと休まれよ。私達は野営地に戻る。騎士達の中には、王の処遇に不満を口にするものもあるが、貴殿が納得しての処置だと皆に伝える。異存はないな」

「ありがとうございます、レディ・ジョージア。そのように伝えてください」

　レディ騎士はすぐに椅子から立ち上がり、まだ飲みたそうにしているジュードに、顔を振って立てと合図した。

「しょうがねぇな。それじゃ、ラウル、せいぜい新しい装いとやらを考えて、レディ達の目を楽しませてくれ」

「ああ、そうするよ。それ以外にはすることもなさそうだ」

　シーナと軽く抱ほう擁ようすると、二人は部屋を出ていった。









◆◆◆






　夜になったというのに、城の中はざわざわと落ち着かない。明日のゴート王の出発の準備に、皆が追われているせいだ。

　人の往来も激しく、ジュードとレディ騎士は、知り合いとすれ違うたびに、優雅に腰を折って挨拶しなければいけなかった。

「王は誰を第一騎士の代役に指名するのかな。少なくとも俺達にはお呼びはかからないってことか」

「近衛兵を何人も同行させるつもりだろう。騎士団に招集はない。王はメイデン子爵にそれなりの敬意を払ったのだ」

　やっと城を出る。騎士団の野営地はすぐ近くだ。

　ジュードはレディ騎士に少し遅れて歩きながら、その見事な体つきをじっくりと目で確かめていた。

　いつも険けわしい顔をしているが、一度だけレディ騎士の笑顔を見たことがある。シーナが爆風で毛を逆立てた時だ。あの時の素晴らしい笑顔が、ジュードに思ってもいなかった嫉しつ妬と心を抱いだかせた。

「レディ騎士も、ラウルのような優やさ男おとこがお好みか？」

「……」

「どうやら図星のようだな」

「貴殿、気がつかぬのか……」

　何に気がつけというのか、ジュードは眉を寄せる。

「言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ。レディ騎士らしくないぜ」

「ならば言おう。彼は……女なのではないか」

　ジュードはぷっと噴き出す。続けて上を向き、揃った綺麗な歯を出して笑った。

「冗談だろ。俺はやつが薄物のシャツ一枚しか着ていない時に、しっかりと体を見たけどな。胸は普通の男程度の筋肉しかなかったが」

「よく考えろ」

「考えろったって、どうして男のふりをする必要があるんだ。レディだって、どっかの侯爵家令嬢のように、騎士を名乗ってらっしゃるお方だっているぜ」

「女に偏見があるようだな」

　レディ騎士は腰に付けていた剣をすらりと引き抜き、あっと言う間にジュードの前髪を数センチ切り落とした。

「おおっと、おっと、よそうよ。別に貴殿に偏見はないさ。お強いのは知ってる。だがラウルはどう見てもあんたと違って、立派に男に見えるがな」

「貴殿の頭には、筋肉しか詰まっていないようだな」

　怒ったのか、レディ騎士は足早に歩きだす。ジュードは急いでその後を追った。

「やつが女みたいに振る舞いたい男だってことか。確かにやつは多少変わっている。そういう男は、ハッシュウィルには大勢いるらしいから」

「メイデン子爵を男娼扱いするな。よく考えろ。彼は、魔法使いと自ら名乗ったではないか」

「まぁ、言ったな……」

「ウラルには、おかしな神の伝説がある。ハッシュウィルが爆薬を開発したように、ウラルでは魔法が普通のことなのかもしれない」

　ジュードに答えようがない。他国のことなど、これまで興味もなかったのだ。

　多少の知識はある。ハッシュウィルの首都には、娼婦が大勢いる歓楽街があるとか、そんな程度のものばかりだ。

「ウラルの美しき二つ星……貴殿、聞いたことはないか……」

　レディ騎士は歩みを止めて、ジュードを振り向く。

　ジュードはその言葉に思い当たることがあって、同じように立ち止まって頷いていた。

「そうだ……ウラルの美しき二つ星。双子の王子と王女……。ハッシュウィルに攻め込まれた時に、行方不明になったと聞いたが……」

「王はメイデン子爵を信頼している。なのに王族達との会談に同行を許さない。なぜならウラルの王族を匿かくまっていたことを、他国に、いや、ハッシュウィルにも知られたくないからだ」

「すごいな、レディ騎士。さすがだ。貴殿の頭には、筋肉じゃなくて、たっぷりと知性ってやつが詰まってるみたいだな」

「貴殿の頭が悪すぎるだけだ」

　再び足早に歩きだしたレディ騎士と、ジュードは今度は並んで歩きだした。

「じゃああれは、ウラルの姫ってことか？」

「わからぬ。王子かもしれない。どちらとも取れるが、今夜のメイデン子爵からは、男の匂いがしなかった」

「男の匂い……そんなものわかるかって。ラウルはまだ女も知らない若造だぞ」

「私には感じられなかった」

「えーっ、だってラウルが女って、それは嫌だな」

　ジュードは頭を悩ませることに慣れていない。ぶるっと犬のように首を振って、頭をもたげてきた疑問を追い払おうとした。

「ラウルが女だったら、レディ、どうするつもりだ」

「そうだな。むしろメイデン子爵が姫なら、ゴート王には悪いが仕官先を変える。あの姫になら、忠誠を誓ってもよい」

「おい。レディの頭には、婚姻って言葉はないのか？　そんな体していて、男は必要ないと」

　ジュードがすべて話し終わらないうちに、腹部にレディ騎士の拳がめり込んでいた。

　痛みに呻うめきながらも、ジュードは決してやり返さない。たとえ騎士の姿をしていても、ジュードにとってはレディだったからだ。
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　白豹は走る。夜に走るには、その姿はあまり向かない。月が昇っていなくても、白銀の毛並みが目立ってしまうからだ。

　自身が不利なことを知っている白豹は、木の陰に巧みに身を隠しながら、馬に乗った男の後をつけていた。

『まずいな。人を殺すのは本意じゃない。馬を脅おどすか』

　ウラルが追っているのは、ゴシュラムの情報をハッシュウィルにもたらす伝令だった。

　伝令がハイルに何を伝えようとしているかはわかる。ゴート王が近隣国と会談を持つことを伝えたいのだ。

　王の不在時に攻め込まれたら、ゴシュラムの国内を大混乱が襲うだろう。優すぐれた王は皆の望みだが、逆に王の力が強すぎると、王が不在の時に統率力が弱まってしまう。

　平和が長く続いた国の軍隊は弱い。やはり強い統率者が必要なのだ。

　ウラルは速度を増して、馬の前に飛び出した。

　馬は見慣れぬ獣けものに驚き、前足を大きく上げて伝令を地面に叩きつけた。

　自由になった馬は、急いで来た道を引き返す。恐らくゴシュラムの貸し馬屋のもので、自分の厩きゆう舎しやに戻るつもりだろう。

「助けてくれっ、こんな獣に食われたくない」

　伝令は短い剣を抜き、ウラルの攻撃に備えようとしている。

『安心しろ。まずい人間なんて食べなくたって、城に戻ればうまい肉が待ってるんだ』

　伝令はどうやら落馬した時に、足か腰を打ったようだ。立ち上がれずに狼狽うろたえている。気の毒だが、旅の商人でも通りかかるのを、気長に待ってもらうしかないだろう。

『三日食べられなくても、その体じゃ死にそうにないな。よしっ』

　役目は終わった。城に戻ろうとしたウラルは、足下に矢が突き刺さったのを見て飛び退いた。

『神様だって万能じゃないんだよ。後ろに目はないってな』

　矢が飛んできた方向を確認することもできずに、急いでウラルは走って逃げだした。けれどそれが失敗だったと気がついたのは、自分の体がずっぽりと穴に落ちた瞬間だった。

『やってくれるじゃないか。古典的狩猟方法、落とし穴ってやつか。俺も迂う闊かつだったな。こんな手に引っかかるとは』

　藻も搔がいても、細かい網が体に絡みつくばかりだ。

『まいったな。この体は気に入ってたのに……』

　何よりも困るのは、ウラルは死んだものの中にはずっと留まれないということだ。生命があるうちに、新しい生命体に移動しないといけない。

『馬を逃がしたのは失敗だった。あの男は歩けないし』

　さすがのウラル神も、こうなってはお手上げだ。夜だから鳥を呼ぶこともできないし、国境の辺りは荒れ地ばかりで、手近にウサギやコウモリの姿もない。

『こんなところで消えたくないな。俺がここで消えたら、シーナはどうなる。可愛いお嬢ちゃんを、危険にさらすのか』

　ウラルはこれまで何人もの人間に入ってきたが、シーナには特別な思い入れがあった。

　どこにも行き場のないシーナの絶望感を、日々強く感じている。ウラルは神らしく、シーナをあの絶望から救ってやりたかったのだ。

「思ってたより他た愛わいないな」

　頭上から声がした。ウラルは顔を僅かに上げて、狩猟者を確認する。

『あいつか。ハイルの弟、確かラスタとか名乗ってたな』

　ラスタの体からは、白豹が苛いらつくほど様々な獣の匂いがした。狩りが趣味で、恐らく今日も何頭かの獲物を手に入れたに違いない。

『あんなバカに捕まるとは、情けねぇなぁ。神様失格だよ』

　ウラルの体を包んだ網が、徐々に狭まる。そして最後は、身動きできなくなるほどきつく縛られていた。

「綺麗な毛皮だ。ここで傷ものにしたらもったいない」

「ハッシュウィルの方か？　落馬して困っております。お力添えを」

「んっ……」

　伝令が叫んでいる。けれどラスタは、自分の獲物に夢中だった。

「大切な伝言があります。私を駐屯地まで運んでくださらぬか。礼ならいたします」

「ごちゃごちゃとうるせぇっ。俺はこの獲物の始末で忙しいんだっ」

　愚おろかなラスタは弓に矢をつがえると、何も考えずに伝令の頭を狙って放つ。伝令の体は、糸の切れた繰り人形のように地面に倒れた。

『おい。その伝令、ハイルが雇ったんだぞ。こんなバカが弟じゃ、あいつもいろいろと苦労してんだろうな』

　呆あきれるウラルの体は、もう穴の縁から引き上げられていた。

「へっへっ、大きな猫だ。ミャーオー、んっ、鳴いてみろ。こらっ」

　ラスタは嬉しそうに顔を近づけてくる。その瞬間、ウラルは白豹の体から抜け出し、できれば入りたくない相手の体に侵入した。

『うっ、うわっ、何だ。お前は誰だっ。出て行けっ』

　自分の頭の中からウラルを追い出そうと、ラスタは地面を転がって暴れ回る。

『無駄だ。おとなしくしないと、剣でおまえの喉を搔き斬るぞ』

　ウラルはラスタが腰に差している短剣を引き抜き、喉もとに押し当てた。

『魔物め。出て行けっ！』

『俺を追い出すには、自分が死ぬしかないんだよ。どうする、愚か者のラスタ』

『うーう、死にたくないよぅ』

　ラスタは子供のように泣きだした。残虐なことをしてきただけに、死というものをよく知っている。だからこそ死を恐れるのだ。

『いいか、おとなしくしていれば、そのうちに出ていってやる。少しの間、この体を貸してくれ』

『何、するんだよ』

『俺には噓がつけない。教えろ、ラスタ。ハイルはどんな男だ』

　ラスタの体を手に入れたウラルは、ゆっくりと立ち上がり、ウーウーと唸っている気の毒な白豹をそっと網ごと抱え上げた。

『可か哀わい相そうに。そのうち自由にしてやるからな』

　愛しげに白豹をさすってやると、野獣とは思えぬ素直さで、白豹はおとなしくなった。

『嫌だよ。ハイルは怖い。怖いんだ。あいつも魔物だ。あいつが生まれた時、母親は死んだ。あいつの魔力のせいだ』

「ふーん、それで」

　白豹をラスタの馬に括くくり付けると、ウラルはその馬に跨またがる。ハッシュウィルの無敗軍団がいる駐屯地を目指すつもりだった。

　どれだけの軍備をしているか、ついでに見てきたい。せっかくの機会を棒に振るほど、ウラルも愚かではなかった。

『あいつはいつか王も殺す。王はそれが怖いから、薬と酒と女に逃げてる。俺達は、ハイルがまだ子供だった時に生まれたから無事に育ったけど、今、生まれてくる王の子供は、みんなハイルが殺してしまうんだ』

「まさに魔物だな……」

『そうだよ。ハッシュウィルだけじゃ足りなくて、ハイルは世界を手に入れるつもりなんだ』

「だろうな。あの男が、こんな荒れ地ばかりの国で満足するはずがない」

　進化というものは、様々な形を取る。猿のようだった人間が、こうして素晴らしい姿を手に入れたのと同じように、獣の心しか持たなかった人間は、神のような心も手に入れたのだ。

　それと同時に、悪魔も誕生する。進化とは、時に残酷なことをするものだ。

『ハイルが本当に欲しいのは、ウラルの国じゃない……』

「……何が欲しかったんだ」

『金色の綺麗な王子だよ。ハイルは狂ってるから、王子を苛めて楽しみたかったんだ』

　シーナではない。あくまでもアレンというところに、ウラルは眉を顰める。

「そうか……ハイルは自分しか愛せない。だからこそ、自分と対極の位置にいるアレンを奪いたかったんだな」

　金の王子と銀の悪魔。

　まさに好対照だ。

「恐れるな、ラスタ。おまえに知恵がつけば、ハイルを恐れることはない」

『そ、そうかな。俺のほうが強い？』

「ああ、強いさ」

　精神力を除いてはなと、あえてウラルは伝えなかった。

　馬の嘶きが聞こえてくる。どこかしらで肉を焼いているのか、いい匂いもしてきた。

「これが……無敗軍団……」

　丘の頂上から、ウラルは眼下に広がる風景を見下ろす。そこには、現世界で最強と思われる兵士の揃った軍団が、野営をしていた。

　随所で篝かがり火びが燃えさかっていて、不眠の番兵が剣を手に、直立不動の姿勢で立っていた。

「いい匂いがするな。今から朝飯の支度か。ラスタ、腹が減っただろう。ハイルがいるテントはどこだ」

『行くの……俺、勝手に抜け出して狩りに行ったから、ハイルに怒られる』

　いつのまにかウラルに見えるラスタの姿は、か弱い少年になっている。獰どう猛もうな大男の中には、実はこんなものが隠れていたのかと、ウラルは悲しげにため息をついた。

　駐屯地に入ると、兵達はラスタに皆頭を下げる。いつもラスタがしているように、堂々と胸を張って馬上にいるウラルは、一番豪勢なテントに目を向けた。

　あそこに悪魔がいる。

　用心しないと、見抜かれる怖れがあった。

『ハイルはまだ寝てるよ。起こすと怒られるんだ』

『安心しろ。寝込みを襲うほど卑怯者じゃない』

　ここでハイルの息の根が止められたら、何も憂うれうことはなくなる。

　けれどウラルには、人を殺すことがどうしてもできなかった。

「ラスタ様、どちらにいらしていたのですか？」

　ラスタ付きの従僕が、慌てて駆け寄ってきた。

「狩りだ。その獲物は傷つけるな。紐で繫いでおけ」

「えっ、いや、これは」

　従僕は怯えている。仕方なくウラルは馬から下りて、大切な白豹を自らの手で革紐に繫いだ。

「人に慣れているんだ。可愛い獣だぞ」

　ウラルは白豹を連れて、食事用のテーブルがあるところに移動した。

「腹が減った。こいつには活きのいい生肉を。俺にはいつものをくれ」

「はい、畏まりました」

　従僕は怯えているが、どうやらそれは白豹に怯えているのではないらしい。

　ラスタの怒りを恐れているのだ。

　自分も常に怯えているから、弱い者に対して暴力的になる。怖れの連鎖というものを、ウラルは深く憂いた。

　従僕はすぐに新鮮な鹿肉を持ってくる。続けてウラルの前には、山ほどのパンと焼いた肉、それに鶏卵を茹ゆでたものが出てきた。

　パンを齧ったウラルは、そのまずさに顔を顰める。穀物が豊かではないハッシュウィルでは、パンにあまり味のよくない雑穀を大量に混ぜているからだ。

「麦だけのパンもないのか……」

　貴族達は贅沢をしていると聞いた。けれど同じ貴族や王族でも、ラスタのように第二子で権力のない者には、一般の兵と同じようなものしか与えない。

　おいしいものを食べたかったら、より残酷になって、邪魔者を消していくしかないのだ。

「奪うだけでは、何も生まれない。肥ひ沃よくな土地を作り出し、麦を生産すればいいだけのことなのに……」

　ウラルの呟きを聞く者は誰もいない。

　ただラスタだけが聞いていた。

『肥沃な土地ってなぁに』

『土を耕し、最初は草を植えるんだ。牧草のように強い草を。そしてまた耕して、柔らかくしたら、麦を植える。そうやってパンを手に入れるんだ。何もかも奪ってしまったら、麦の作り手もいなくなるだろう。麦を作ったら、金持ちになれる。そんな国こそが理想だ』

　ぼそぼそのパンと味気のない肉だけで、無敗軍団は戦う。

　彼らを支配しているのは、死の恐怖だ。

　視線を転じると、木枠の手枷に繫がれた兵の姿が目に入った。

『あれは……』

『言うことをきかないと、みんなああやって鞭むち打たれるんだ。失敗すると、すぐに殺される。無敗軍団は死を怖れないと言われるけど、死ぬのが恐くない人間なんているもんか』

『そうだな』

　見事に整理され、並んでいる武器の数はかなりの量だった。その中には、これまでウラルが見たこともない武器もある。

　人を殺すことを目的に作られているからだ。武術で腕を競うなんて、優雅さとはほど遠い。まさに殺さつ戮りくのための道具達だった。

「どうしてその獣を仕留めない」

　突然、目の前のパンに剣が突き刺さった。

　振り向かなくてもウラルにはわかる。相手から出る強烈なオーラが、じっとしていても痛いほど感じられた。

「慣れてるんだ。毛皮を傷つけたくないし」

「ほうっ、そんな理由か。こんな時に狩りを楽しむだけでも不埒なことだが、兵のための大切な食料を、たかが獣に分け与えるとはな」

「……」

　ウラルはパンを口にしたまま、いかにもラスタのように怯えた表情を作って振り向いた。

　けれどすぐにウラルは気がついた。

　どんな人間も騙せると信じてきたが、ここに唯一、ウラルが取り憑ついたことを見抜ける人間がいる。

「人に宿りし神か……」

「何のことかわからないよ」

「ラスタをここで斬り殺したところで、神はそう簡単には死なないだろうし、さて、どうする」

　剣の切っ先が、ラスタの喉に向けられた。
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「私を乗っ取ろうとしても無駄だ」

　ハイルは口元を歪めて笑った。

「全能の神なら、私がこの世に生まれたことすら許さなかっただろう。おまえはただの魔法使いだ。しかも……魔力の弱い」

「……」

　ウラルは反論しようもない。

　確かに今は、無能の神だ。知識はあるが、それを生かすにはまだ文明が追いついていない。

「勝手に狩りに出て、すまなかった。ハイル、謝るよ」

　ウラルは剣をそれとなく避けさせて、その場ですぐに頭を下げる。その時にさりげなく白豹を繫いでいた紐を外し、その中に移動した。

「うわ―――っ」

　突然、ラスタは立ち上がり、恐怖の叫びを上げて走りだした。

　皆が呆気にとられているうちに、ウラルは勢いよく飛び退く。

「あの獣を捕らえろっ！」

　兵が大勢狙ってくる。けれどウラルの取り憑いた白豹の足は速く、兵達が右往左往しているうちに、はるか彼方かなたに逃げ延びてしまった。
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　シーナは夜明けの空をじっと見ていた。いつまで待っても、ウラルが戻ってこない。こんなことは初めてだったので、不安でたまらなかった。

「もしかしたら戻ってるのかしら。ウラル、ねぇ、そこにいるの？」

　ベッドの下を探る。鼠ねずみやコウモリ、最悪の場合は虫にでも宿っているのかと思ったのだ。

　ウラルが戻らなかったら、もうシーナはラウル・メイデンになることはできない。最初はどうにか誤魔化せても、いずれ気付かれるだろう。

「ウラル、どこにいっちゃったの。私を一人にしないで」

　シーナが心細さから泣きだした時、窓からひらりと白い獣が飛び込んできた。

「ウラルッ！」

　すぐにシーナは抱きつく。

『ようっ、お嬢ちゃん、独りぼっちの夜はどうだった？　まさか他の獣と浮気なんてしてなかっただろうな』

「まぁ、なんって、神様らしいお上品な発言ですこと。心配してたのに」

『悪かったよ。こっちの体は疲れてがたがただ。そっちに移動させてもらうよ』

　白豹の耳から緑色の気体が立ち上り、それがシーナの耳に入ってくる。ウラルが入ってくると同時に、シーナの体は若い男の姿になっていた。

　ウラルが抜け出した途端に、白豹はベッドの下で丸くなり、そのまま眠り込んでしまった。

『かなり遠くまでお出かけだったようね』

『ああ、思わぬ事態ってやつに出くわしてさ。まぁ、いろいろと大変だったよ』

　雲の切れ間から朝陽が顔を出し、部屋の中に差し込んできた。それと同時に、王の出しゆつ立たつを告げる楽の音が響きわたる。

『ゴート王が出掛けるな』

　ウラルが勝手にテラスにシーナの体を運んでしまった。

　シーナとしては、自分を連れていってくれないゴート王の出発など見たくはない。

『嫌よ。泣きたくなってくるから、部屋に戻りましょう』

『いいのか？　旅先でゴート王の身に何かあったら、これが見納めになるかもしれないんだぞ』

『ひどいっ。そんなこと絶対にあるもんですかっ！』

　そう口では否定したものの、やはり不安だった。

　シーナは急いでテラスの手すりのところまで近づき、早朝に城門を出ていく、王と警護の近衛隊の様子を見ようとした。

　近衛隊は目立たないように黒のマントに身を包んでいる。全部で十二騎だった。王は身分を隠すつもりか、皆と同じマント姿で、真ん中の辺りにいる。

　王によく似た姿の者が何人か交じっている。敵兵に襲われた時に、王の身代わりを務める役割も担になうからだ。

　けれどシーナの目は、誤ることなくゴート王を見つけていた。

　ゴート王は何を思ったのか、城門にたどり着く前に後ろを振り返った。その目は明らかに、シーナの姿を探していた。

　置いていくとは言ったものの、やはりシーナの気持ちを思って、心配してくれていたのだろう。

「ゴート様……お気をつけて」

　シーナは両手を胸の前で組んで、祈るようにゴート王を見つめる。

　距離は離れていたが、二人は確かに見つめ合っていた。

　ゴート王はさっと片手を上げて、シーナに別れの挨あい拶さつをする。シーナも手を振りたかったが、それではまるでレディのようだったので、深く頭を下げただけだった。

『勇敢で公正な王だな。自国を守るためだけじゃない。近隣諸国、さらにウラルの国民を助けるために、ああして危険も顧かえりみず、自ら旅立とうとしている』

『……そうね。公正な方だわ』

『シーナ……可哀相に。ウラルが平和だったら、彼に求婚することもできただろうにな』

『いいえ……すでに婚約者がいるもの。私は……ゴート王の第一騎士で満足してるわ』

　ウラルには噓がつけないと知りながら、シーナは何度も同じ噓をつく。それはすべて、自分に向かって言っている言葉だった。

　ゴート王の婚約者、レディ・サナは同じように見送っているだろうか。シーナの部屋とは反対の西側に位置するテラスに目を向けた。

　ところがそこにレディ・サナの姿はなかった。

『レディ・サナはお見送りしないのかしら……』

『昨夜のうちに、ゆっくりと二人きりで過ごしたからだろ』

　ウラルの意地の悪い言い方に、シーナは胸を痛めた。

『ほらな。嫉妬している。嫉妬ってのは、相手を好きだからすることだ』

『どうしてそんな意地悪するの』

『シーナに幸せになってほしいからさ。どうだ、ゴート王に本当の身分を明かしてしまわないか。そうしたらゴート王も考えるかもしれない』

『何を考えるっていうのよ。レディ・サナは素晴らしい女性よ。それに彼女は、女王になるべく育てられた人だもの。それに私には、ウラル再興という、大切な役目がある』

　俯きかけた顔を上げて、シーナは朝陽を見つめた。

　そしてゴシュラムの町に目を転じる。

　かつてはウラルの城から、こうして町の様子をよく見ていたものだ。早朝、ところどころに煙が立ち上っているのを見て、父はシーナとアレンに言った。

『アレン、シーナ。よく見るのだ。こうして早朝、町に煙がたなびいているのは、民が幸福に暮らしている証あかしだ。農夫は朝の食事をし、鍛冶屋は鉄を溶かすために火を熾おこしている。生きるためになすべきことが、すべて順調に行われているからなのだ』

　今見ているゴシュラムの町にも、方々で煙が上がっている。

　この国の民は幸せなのだ。

『ウラル、お願いがあるの』

『アレンに会いに行きたいのか』

『ええ、ミトリはアレンの居場所をだいたいだけれど教えてくれたわ。捜すのを手伝って』

『そうだな。それが一番いい方法かもしれない』

　ウラルが同意してくれたので、シーナはほっとした。

『いい考えがあるのよ』

『ああ、言わなくてもわかってる。女の恰好をして出ていくんだろ』

『ええ、オズベルトのお母さんは、お城のお針はり子こをやっているの。何でもいいから、ドレスを借りるわ』

『……で、俺はまた馬に入れってことか？』

『嫌よ。白豹のウラルをここに置いてはいけないもの』

　シーナは少し元気を取り戻した。もしかしたら自分の姿を見たら、アレンが元に戻るのではないかと期待しているからだ。

「子爵様、おはようございます。申し訳ありません。寝坊してしまいました」

　折良くオズベルトが起きてきた。シーナが起きていたので、慌てて着替えたのだろう。シャツのボタンははずれていて、いつもは綺麗にしている髪もぐしゃぐしゃだ。

　正直者のオズベルトに、シーナは噓をつかせようとしている。そのことで胸が痛んだが、この際、我慢してもらうしかない。

「オズベルトが寝坊したんじゃない。私が早く起きすぎただけだ」

　笑顔でシーナはオズベルトに近づいていく。

「オズベルト。君を男と見込んで頼みがある」

「何でしょうか……」

「二日でいい。私が病気だということにしてくれないか」

「病気ですか？」

「ああ、誰にも会わずにすむようにしてほしいんだ」

　また何か企んでいるなと、賢かしこいオズベルトはすぐに見抜いた。怪訝そうな顔で、シーナの本心を探ろうとしている。

「王がいない間に、どうしても訪ねたい人がいるんだ。城をこっそりと抜け出したい」

「そんなことして、王様にばれてしまったら、どうなさるんですか」

「蟄居が延びたところで、どうってことはない。それで、もう一つ頼みがあるんだが……」

　シーナはオズベルトに近づき、耳元でごにょごにょと囁ささやく。

　オズベルトは黙って聞いていたが、無理だと言うようにいつしか首を横に振り続けていた。
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　久しぶりに着たドレスは、木も綿めんの粗末なものだ。最初はまだウラルと一緒だったから、どうしてもドレスが体に馴染まないので、うまく着ることができなかった。するとウラルは、急いで白豹の中に入ってくれた。

　途端に体はすんなりとドレスに収まる。シーナはくるんっと回って、ドレスのふわっとした感触を愉たのしんだ。

　長いマントで、しっかりと体を隠す。髪は三つ編みにきっちり編み込み、顔にはわざとたくさんのソバカスを描き込んだ。

　フードを被り、シーナは鏡の前に立つ。誰が見ても、この少女が大食いの魔法使い、ラウル・メイデンだとは気がつかないだろう。

　着替えを終えたシーナを見たオズベルトは、不思議そうな顔をした。

「本当に子爵様なのですか？」

「オズベルトがそう疑うようなら、大成功だ」

「子爵様が魔法使いだというのは、噂ではなかったんですね。僕には子爵様が本物の女の人のようにしか見えません」

「ありがとう、オズベルト。君の協力には、心から感謝しているよ」

　二人は部屋を出る。

　問題なのは、城から出ていく時だ。入ってくる人間にも厳しい詮せん索さくが行われるが、出ていく人間も調べられる。

　城の裏手の門は、朝に一回、夕方に一回しか開かない。城内で働く人々の中には、町に住まいを持つ者もいる。彼らはその時間に少しでも遅れたら家に戻れないので、城門の前に集まって開くのを待っていた。

　門が開き、門番に挨拶して人々がどっと出ていく。オズベルトとシーナは最後まで残っていた。

「次っ！　身分は何だ」

　門番が二人を急せかすように言う。

「ラウル・メイデン子爵様の侍従、オズベルトです。母はお針子のイラです。手伝いに来ていた姉のサラが帰るので、送りに来ました」

「ああ、大食い子爵の侍従か。行ってよし」

　あっさりと許されて、シーナは門を出ようとした。

「待てっ」

　呼び止められて、シーナはどきっとする。ついにばれたかと思ったのだ。

「フードを下ろしてみろ」

　若い門番は、前に回ってシーナの顔を確かめようとした。

　シーナは少しだけフードをずらす。

「侍従の姉ちゃんは幾つだ」

「じゅ、十六です……」

　囁くような小声で言うと、門番はさらにじろじろとその顔を見つめる。

「ソバカスがなけりゃ、美人になるだろうに」

　門番はそれだけ言うと、にやにやしながら行けと手で示した。

「サラ、気をつけて帰って」

　オズベルトは泣きそうな顔をしながら、シーナに手を振っている。シーナも手を振りながら、急ぎ足で町に続く濠ほりの上の橋を渡った。

　夜にならないうちに、貸し馬屋に向かう。そして馬を借りると、シーナは急いで城近くの森に向かった。

「ウラル、どこっ」

　待ち合わせの場所に行くと、白豹は周囲を窺いながら姿を現す。そしてシーナの馬と並んで、ゆっくりと歩きだした。

「離れていると、話ができないのは不便ね」

　けれど心を読まれる心配はない。シーナは暮れゆく空を見上げながら、ゴート王は無事に隣国の首都にたどり着いただろうかと考えていた。

　夜に山に入る愚か者はいない。まして危険な場所も多いゾエラ山だ。けれどシーナにはウラルがいる。狼おおかみを怖れることもなく、盗賊に怯えることもなく、シーナは暗くなっていく山中に入っていった。

　ウラルは軽々とした足取りで、シーナの先を行く。

　ついに夜になった。けれど空に上った月が、二人の行く先を照らしてくれている。

　そのうちにシーナは気がつく。山中に道ができていた。それは何人かの人間が、同じように歩いた跡だ。

　しかも最近誰かが通ったのが確かに見える。下草が踏みしめられているのがその証拠だ。

　突然、ウラルは馬の背に飛び乗り、シーナに意思を伝えてきた。

『人の匂いがする。この先にいそうだな』

『そうね。やっとアレンに会えるんだわ』

　さらに道は険しくなり、シーナは馬を下りて、手綱を手に森を歩いた。

　ドレス姿で来たことを後悔した。けれどアレンだって、自分と同じ恰好をしたシーナになんて会いたくはないはずだ。

　梟の声が遠くから聞こえる。すると獲物を盗られるとでも思ったのか、狼が悲しげに遠吠えをした。

　真っ暗な森の中、木々の間からちかちかと瞬く星が見える。その中の一つが、やけにオレンジ色に輝いていて、時折揺れるのがおかしい。

　いや、あれは星ではない。人家に置かれた蠟ろう燭そくの灯あかりだと、シーナは気付いた。

「ウラル、あそこかしら」

『そうみたいだな。こんな場所に山小屋を造るのは、猟師しかいない。猟師だったら会いたくないけどな』

　ウラルはシーナより先に、山小屋に近づき様子を見に行く。すると見知らぬ獣の気配に怯えた馬がいっせいに鳴きだした。

　建物の中から、大きな影が出てくる。

『ミトリか…ってことは、ここで間違いない』

　ウラルはすぐに引き返し、馬を引いて歩くシーナの元に戻った。

『兄妹の再会に、俺は邪魔だろ。生き物を殺すのは本意じゃないが、この体のためにちょっと狩りに行ってくる』

「すぐに戻ってきてね。アレンを診てほしいの」

『ああ、わかってるよ。だけどあまり期待しないでくれ。人の命をどうこうするのは、俺の本来の仕事じゃない。俺がしなければいけないのは……この世界に正しい秩序をもたらすこと。それだけだ……』

　シーナは頷く。ウラルの返事が満足のいくものでなくても、それが真実だった。

「何者だっ！」

　ミトリの声がする。シーナは馬を急がせた。

「ミトリーッ、私よ。会いに来たの」

「シーナ様」

　急いでミトリが走り寄ってくる。

　シーナは両手を大きく広げ、駆け寄ってミトリの逞しい体に抱き付いた。

「どうやってこんな夜の山道を登ってきたんですか？」

「私にはウラルの神がついているのよ。ミトリ、アレンは元気？」

「体はとてもお元気です……」

　ミトリの表情に陰りが出たのを、シーナは見逃さなかった。

「お会いして驚かないでください」

「ええ、覚悟はできてるわ」

　それを聞いて安心したのか、ミトリはシーナを守るようにして山小屋に案内した。

「ここもそう長くはいられないでしょう。ハッシュウィルの兵が、山にも分け入ってくるようになりました。アレン様をどこかに移したいのですが、今のままではとても難しいです」

「大丈夫よ。ハッシュウィルは、本格的にゴシュラムを攻めるつもりになっているわ。そうなったら山の探索なんかに構っていられなくなるはず」

「ついにその時が来たんですね。シーナ様、後ほど、ウラルの騎士達の話をいたしましょう。本当はアレン様としたかったのに……残念です」

　山小屋に入ると、寝間着姿の騎士が二人、不安そうにしながら来客を見ようと待っていた。

「これは……シーナ王女……このような姿で謁えつ見けんとは、非礼をお許しください」

　歳のいった二人の騎士は、足をついて王族に対する正式な礼をした。

「そんな挨拶は必要ありません。兄のアレンを、命を懸けて守ってくれたこと、深く感謝しています。礼をするのは私のほうよ」

「シーナ王女……もったいない」

　シーナの手を取り、騎士達は押し抱くようにして唇を軽く押し当てた。

「リー、リ―――ッ」

　その時、幼児のような声がして、シーナは粗末な木製のドアに隠れるようにしていたアレンの姿を見つけた。

「アレン……アレンなの……」

　気高く、美しかった兄。すべてにおいてシーナより勝っていたのに、そこにいるのは幼子に戻ってしまったアレンだった。

「アレン……」

　シーナはアレンに近づく。するとアレンは怯えたように、奥の寝室に逃げようとしたが、ミトリの姿を見つけると、急いでミトリの体の陰に隠れた。

　寝間着姿のアレンには、もう王子の威厳もなければ、強者の誇ほこりもない。

　しかも妹であるシーナに対する愛もなかった。

「……アレン……あなたの双子の妹、シーナよ。ずっと、ずっと一緒だったのに。十七年、一度も離れたことなんてなかったわ。なのに……なのに……私を忘れてしまったの」

　ついに耐えきれなくなって、シーナは両手で顔を覆って泣き始めた。

「お父様もお母様も亡くなったわ。お城も奪われて、みんな散り散りになってしまった。それでもがんばってきたのは、アレンがいたからよ。なのに……アレン……私のことも忘れてしまったなんて」

「シーナ様。そんなに嘆かないでください。生きていてくださっただけでいいんですよ。アレン様のことは、私が一生面倒を見ますから」

　ミトリが慰めてくれたが、シーナは顔を上げることができない。

　嫌な考えが浮かぶ。

　ミトリとアレンは実の兄弟のように仲が良かった。アレンがミトリしか近づけないようになって、むしろミトリはそんな状況を喜んでいるのではないかと思ったのだ。

　何て嫌な考えだろう。

　そんなことを思う自分自身が、シーナは嫌いになりそうだった。

「アレン様。怖がらなくていいですよ。シーナ様、もっとお近くに寄って、お顔を見せてあげてください。そうすれば何か思い出すかもしれません」

　そうだ、シーナの心は、一瞬だが悪魔に取り憑かれたのだ。ミトリは変わらない。その昔から、いつだってアレンとシーナのために忠誠を尽くしてくれていた。
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　おかしな疑念を抱いたことを恥じながら、シーナはアレンに近づいた。そして編んでいた髪を解き、くるくると巻き毛になっている様子を見せた。

「アレン、見て。あなたと同じ金の髪よ。だけどね。瞳の色は違うの。あなたのは海の青。私のは、森の緑」

　その言葉に反応したのか、アレンは手を伸ばしてきてシーナの髪に触れた。

「そうよ、アレン。私の髪がくるくるだって、よくからかったわよね。一緒に草の上に寝ころぶと、私の髪にばかり草が絡まるから……いつも笑ってた。アレン……」

　呼びかけると、アレンは初めて笑顔になった。

　その顔は天使のようだ。この世のどこにも魂がないと語っているようで、シーナの胸はまたもや痛む。

「待っていて、アレン。もしかしたら助けられるかもしれないから」

　シーナはまた外に飛び出して、暗闇に向かって叫んだ。

「ウラル、戻ってきて。いつまで遊んでいるの。神様なんだから、ちゃんと仕事しなさい」

　森の中から、白い豹がのっそりと現れる。その足取りには、やれやれといった様子が感じられた。

「そんなにお肉が食べたかったら、私が明日、鹿を一頭射止めてあげるわ。今はそんなことしている時と間きじゃないでしょ」

『俺が入ってる間は、腹が減るって知ってるだろ。何をそんなに苛ついてるんだ』

「助けてほしいの。私、覚悟していたつもりだけど、あんなアレンを見ているのに耐えられない」

　ウラルは頷くと、シーナと共に山小屋に入っていった。ところが白豹の姿に、アレンは怯えて悲鳴を上げる。ミトリも思わず背後にアレンを隠した。

「それは、何ともまた恐ろしい獣じゃ」

　騎士達が剣を構えようとするのを、シーナは手で制した。

「神学を学ばなかったの。この獣は、神が宿りしものよ」

「まさか……シーナ王女、ご神体から神を出されたのですか？」

「そうよ。私は神と共にあるの。だからウラルの騎士達。もう怖れることはないわ。正しい者、心ある者には、いずれウラルの栄光が再び手に入るでしょう」

　シーナは胸を張って宣言した。

　粗末な木綿のドレス姿でも、威厳に溢れている。騎士達は再び足を折り、涙を流して感動していた。

『さすがだ、王女。ただの可愛いお嬢ちゃんだとは思ってなかったけどな』

「でも、神は奇跡を約束するものではありません。私達、自らの手で行わなければ、何も始まらないわ。みんなで力を合わせてがんばりましょう」

「はい……神よ、そこにおわしますなら、どうか……ウラルの地に、再び平和を…」

　騎士達に祈られて、ウラルは困った顔をする。白豹のそんな表情など、見たことのある人間は皆無だろう。

『それじゃ、ちょっと失礼するよ』

　怯えるアレンに、ウラルは近づく。そして体をこすりつけると、優しく囁いた。

『いい子だ、アレン。ちょっとそっちに移動させてもらうよ』

　ウラルは白豹から抜け出し、アレンの中に入っていく。途端に白豹は、暖かそうな火のある場所に近づき、丸まって眠ってしまった。

「……んっ……」

　アレンとなったウラルは、心配そうに覗き込んでいるシーナに向かって、力なく微笑んだ。

「シーナ、これは……かなり大変だ」

　突如アレンが普通に口を利いたので、ミトリと騎士達は驚き、じっと次の言葉を待っていた。

「どうなの、ウラル。アレンはそこにいる？　お願い、アレンの言葉を聞かせて」

「無理だ。俺にもできないことはたくさんある。彼は脳神経をやられているんだ」

「のうしんけい？」

「考えるために必要な場所を繫ぐ糸が、切れてるんだよ」

　ウラルはアレンの頭に触れて、傷跡を確認した。

　額から後頭部まで、何カ所か深い傷がある。

「頭ず蓋がい骨こつにもヒビが入ってるな。死ななかったのが奇き跡せきだ」

「無理なのね。もうアレンは……戻って来ないの……」

「諦めることはない。時間がかかるが、アレンはまだ若い。断裂した脳神経を、自ら修復できる可能性もあるだろう」

「どうなってるんだ。アレン様が喋しやべっている」

　ミトリは奇跡を見るように、アレンのがらりと変わった様子を見つめている。

「いや、喋っているのは、アレンじゃない。おまえ達が神と呼ぶもの。まぁ、そんな大層なもんじゃなくって、古い友達ってところだけどな」

「ウラル神なのですか？」

「ああ、もうそういう余計なことはいい。それよりシーナ、どうする。俺がこのままアレンの体を使って、王国を再興することもできるぞ」

「それは……」

　シーナは中にウラルがいると知っていても、アレンが普通に話しているのは嬉しかった。だがよく聞けば、それはいつもウラルが話しているような口調であり、アレンのものではない。

「嫌なんだな。シーナが取り戻したいのは、アレンの肉体じゃない。魂だろ」

「ええ……」

「形だけアレンでも駄目なんだ。ならいっそ、シーナ、アレンのふりをこのまま続けるか」

　またもや泣きだしたシーナの体を、ウラルはそっと抱きしめた。

　アレンのほうが僅かに背が高い。シーナの頭はアレンの肩に乗る。ウラルはアレンの手で、綺麗な金色の巻き毛を撫でてやった。

「ウラルの騎士達が絶望してしまう前に、呼び集めなければいけない。ミトリ、そうだろ？」

「はい……山中に隠れ住んだり、身分を偽って暮らしていますが、それももう限界です。皆の士気がまだあるうちに、再び騎士団を集結したいと思いましたが……アレン様は私がいないと、不安になるのか食事もなさらなくなって……」

「では、俺が一日この体を借りている間に、しっかり食事をしてやるから、ミトリ、明日、騎士達に伝令を頼む」

「ウラル、何を考えているの」

　涙に濡れた顔を上げて、シーナは驚いたようにウラルを見た。

「ゴシュラムの騎士団に参入しろと伝えろ。ただし、シーナが自ら名乗りを上げるまでは、決してシーナがウラルの王族であることを口にしてはいけない」

　シーナとミトリは、その言葉に顔を見合わせる。ウラルが何を望んでいるのか、まだよくわからなかった。

「アレンはまともに物事を考えられる状態じゃないようだが、俺が入っている間に、できるだけのことはやってみるさ。万能の神じゃなくて、申し訳ない」

「ウラル……」

　シーナはううんと首を振りながら、ひしとウラルに抱きついた。

「そうね。あなたは奇跡を起こす神なんかじゃない。だけど最高の友達よ」

「わかってくれて嬉しいよ」

　ウラルは人間らしく笑ってみせる。その顔は白豹が笑うより、ずっと素晴らしかった。
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　夜が明けると同時に、ミトリは伝令のために山小屋を出ていった。

　ウラルは火の側で、騎士達が焼いてくれる山鳥やウサギをがつがつと平らげていた。

「アレンはゴシュラムに移そう。ゴシュラムへの侵攻を控えているからとはいえ、ハッシュウィルにとってアレンが不要になったということではないんだ。ハイルはアレンに対して、特別な関心を持ってるみたいだからな」

　シーナはウラルの言葉を聞きながら、川魚を興味深そうに食べている。

「シーナ王女。魚はお嫌いでしたかな」

　騎士達は貧しい食卓の中から、精いっぱいのもてなしをしてくれている。シーナは笑顔を向けた。

「いいえ。あまり見たことのない魚だから、食べるのがもったいなくて。捕るのも大変なのでしょう？」

「まだ今は、食べ物も十分にあります。けれど冬が近くなったら、難しくなってくるでしょう。ウラル神、アレン様をどこに移されるおつもりですか？」

　訊かれたウラルは、山鳥の骨を取りながら答えた。

「神官に守らせよう。ミトリがいなくて不安になるようだったら、心を穏やかにする薬草で、眠らせておけばいい。神官達は医療をしながら、様々な場所を回っているんだろ？」

「はい。つい先日もこちらを訪れてくださいましたが、アレン様には為す術すべもなくて……」

「今の医療技術では限界だ。奇跡を起こすのは、神でもないし神官でもない。アレン、彼自身の力しかない」

「神官達は旅を続けておりますが」

「ゴシュラムに治療院を開設する。ゴート王は神官達の医療知識を知ったら、そのために資金を提供することに反対はしないはずだ。なかなか聡明で公正な王だからな」

　ウラルは再び山鳥を食べ、朝だというのにワインを飲んだ。

「戦闘が始まったら、怪我人も増える。ゴシュラムにとっても、本格的な治療院は必要なはずだ。シーナもアレンがゴシュラムにいれば安心だろ？」

「ええ、素晴らしい考えだけど……私はどうすればいい？」

「ラウル・メイデン子爵のままでいろ。いずれウラルが再興したら、その時に改めて考えよう。今は自分達のことより、ハッシュウィルの脅威から世界を守ることが最優先だ」

「そうね……さすがだわ、神様」

　ウラルは照れたように笑ったが、すぐに真顔になる。いつもは動物に取り憑いたウラルしか知らないシーナは、ウラルがこんなに表情豊かで、人間的な心を持っていることに改めて気がついた。

「ミトリが戻ったら、すぐに俺達もゴシュラムに戻ろう。神官達を迎え入れる準備もやらないといけないし、ラウル・メイデン子爵がいつまでも姿を見せなかったら、怪しまれるからな」

「何だかおかしい。こうしてアレンの姿のウラルといると、あたし、シーナのままでいたいような気がするの」

　ドレスを触りながら、シーナは悲しげな声を出した。

「疲れているから、そんな弱気になるんだ。少し眠るといい。人間は眠らないといけない生き物なのに、シーナ、ほとんど寝ていないだろ」

「ええ……眠るまで側にいてくれる？　昔、アレンはよく一緒にいてくれて、私に噓のお話をたくさん聞かせてくれたわ」

「いいよ。じゃあ俺も、たくさん話をしてやるから」

　ウラルは立ち上がると、いつもアレンが使用しているベッドにシーナを連れていった。

「これがアレンのベッド」

　木の板を張った上に、わずかの布が敷いてあるだけだった。

　城の豪華なベッドとは比べようもない。

「アレン、可哀相に」

「いや、アレンはベッドがあるだけましだ。ハッシュウィルの暴挙が収まらなかったら、ベッドすら持てない人間が増えるばかりさ」

　シーナが横たわると、ウラルはその体に汚れた毛布を掛けてやった。

　その横にウラルも横たわる。シーナが安心できるように、眠るまで寄り添ってやるつもりだった。

「いいわね、ウラルは寝なくてもいいんだもの」

「そんなにいいものでもないさ。シーナ……俺が何で何百年も眠っていたかわかるか？」

「いいえ……」

「ずっと生き続けるっていうのは、それはそれで辛いものなのさ」

　早朝の光が山小屋の小さな窓から射し込み、アレンの髪を輝かせる。シーナは手を伸ばしてその髪に触れた。

「生き続けることは、人間の夢だわ。どうしてそれが辛いことなの」

「仲良くなっても、人間はすぐに俺の目の前から消えてしまう。いつも俺だけが残されてしまう悲しさ、わかるかな」

「そうね……残された者の悲しみ、今なら少しはわかるわ」

「本当に好きだった相手を失った時、俺は……眠ることにしたんだ。眠っている間に、仲間が迎えに来てくれるかもしれない。そうすれば元の世界に帰って、ここでの暮らしも忘れられるだろうと思った」

　けれど迎えはまだ来ないままだ。永遠に来ないのかもしれない。

「俺にとって眠りは、死と同じようなものさ。もちろん本当に死ぬこともある。自分が寄生できる生き物がいなかったら、俺達は生きていけない体なんだ。保護ポッドがあれば、次の寄生体が見つかるまで、どうにか生き延びることはできるけどね」

　その保護ポッドも壊れてしまった今、ウラルにはもう生きるか消えるかしか途みちは残されていなかった。

「ウラル……私は、肉体は死んで滅びても、魂はいつか復活すると信じてるわ」

「魂の復活か……」

「だってそうでしょう。あなたには肉体がない。だけど生きているのは同じ。人間の魂だって、形はないのに、どこかにあるものだもの」

　シーナは眠そうにしながら、ウラルの手を握った。

「アレン……魂はまだ消えていないんでしょ。だったら……私の思いを感じて……。戻ってきて、アレン。あなたが必要なの」

「シーナ、俺もアレンの声を聞きたい。だが、獣のような反応しかないんだよ」

「私は……諦めない。諦めたら……終わりよ……アレン……」

　シーナの意識は、深い眠りの中に引きずり込まれていく。

　ウラルはその眠りが穏やかなものになるように、幸福な時の思い出が夢の大半になるよう、それとなく暗示をかけた。

　そして体を離す。

　ウラルは一人になると、今度はアレンに語りかける。

『金の王子。そこにいるなら、どうか手を伸ばしてくれ。そうだな。俺が仮の容れ物を必要とするように、人間の肉体は魂というものを容れるための容れ物なのかもしれない。魂が不滅だとしたら……アレン、苦しくても足あ搔がいて這い上がってこい。みんなが君の復活を待っているんだから』

　眠ることのできないウラルは、自分のエネルギーのすべてを使って、アレンの体内の病巣を探り続ける。ウラルは神でもあるが、医者でもあったのだ。
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　ミトリは翌日の夕方になって、やっと戻ってきた。ほとんど寝ていないのか、山小屋に入ると火の側に倒れ込むようにして、体を横たえている。

「ミトリ、大丈夫？」

　シーナはその体を愛しげにさすった。

「はい……大丈夫です。ウラルの騎士達には、ゴシュラムの騎士団に参加するように伝えました。ハッシュウィルの兵は、ウラルからの撤退を開始したようです。手薄になってきている今がいい機会でしょう」

「お願いがあるの。私は戻ったら、すぐにゴシュラムに治療院を開設するわ。そこにウラルの神官を呼ぶから、アレンを連れてきて」

「アレン様……大丈夫でしょうか」

「だってここにいたら、やがて厳しい冬が来るのよ。食べ物もなく、雪に埋まってしまったらどうするの」

「わかっています……それでも」

　ミトリは体を起こし、シーナに力なく微笑んだ。

「シーナ様、怒ってください。私は、アレン様があのままでもいいと、つい思ってしまったのです」

「ミトリ……」

「私だけを頼り、子供のように懐いてくれるアレン様が愛しくてたまりませんでした。アレン様の回復が遅れているのは、私のせいかもしれません」

「そんなことはないわ」

　こんな時、シーナには掛ける言葉もない。

　ミトリがアレンを大好きなことはわかっていた。だが生涯、ミトリはアレンの忠実な部下でいるしかない。特別な感情は、すべて忠誠という言葉に置き換えないといけなかった。

「けれどウラル神が乗り移ってからの、アレン様の毅き然ぜんとした様子を見ているうちに、やはりこのままではいけないと強く感じました。アレン様を神官に託して、私もウラルの騎士団と共に戦います」

「でも……何があっても死んでは駄目よ。私達は、また三人でウラルの城に戻るの。アレンは元に戻れないかもしれない。そうなったら……ミトリ、約束して。生涯、アレンの側にいてくれるって、ここで約束して」

「はい。約束します。何があっても、アレン様をお守りいたします」

「ありがとう」

　シーナはミトリに抱きつく。その逞しい体を抱きしめても、おかしな気持ちには決してなれない。ミトリはやはりシーナにとって、もう一人の兄なのだ。

「ゴシュラムに戻ります。ミトリ、騎士達と神官のことは任せましたからね。ゴート王に迷惑をかけることになるけれど、私達もできるだけゴシュラムと共に戦うことで許していただけると思うわ」

「シーナ様……」

「なぁに？」

　ミトリはシーナの手を握ると、昔よくやっていたように大きく振った。

「強くなられましたね」

「そうかしら」

「ええ、ご自分のことばかり考えてしまう、少しわがままなところがおありだったのに、今のシーナ様は、まさにウラルの女王です」

「だって……しょうがないもの。私しかいないから……ウラルの王位継承者として残ったのは、私とアレンなのよ。私はアレンの分までがんばるしかないの」

「がんばっていらっしゃるのはわかります。ですがシーナ様こそ、ご無理をなさらないように。命はたった一つですから」

　無茶なことをするなと、ミトリはそれとなく注意してくれた。以前はただ反発するばかりだったが、今は素直にミトリの言葉が聞ける。

「無茶はしないようにする。約束するわ。だから安心して、ゆっくりと休みなさい」

　別れを惜しむ二人の側に、白豹を連れたウラルが寄ってきた。

「シーナ、移動するぞ。急いで夜のうちに、ゴシュラムに戻ろう。二日で戻るとオズベルトに言ったが、もうゴシュラムを出て三日目だ」

「そうね。急がないと」

　シーナの決意を合図に、ウラルはアレンの体を抜け出し白豹の中に入った。

　途端にアレンの顔から、知性の彩いろどりが消えてしまう。

　何がどうなっているのかわからずに、アレンはしばらくぼうっとしていたが、ミトリの姿を見つけると泣きそうな顔をして抱きついた。

「本当にウラル神はいらしたのだな。我々は奇跡を見たんだ」

　騎士達は白豹に向かって、敬けい虔けんな面おも持もちで祈りを捧げる。

「ゴシュラムで会いましょう。それまで元気で」

　シーナはそう言うと、ウラルと共に外に出た。

　夕暮れが近づいている。すぐに夜になるだろう。シーナは馬に飛び乗り、山道を急がせた。

「やることがいっぱいね、ウラル」

「ミャーオゥーッ」

「あら、その声も素敵」

「ミャーウッ」

「可愛いわよ、ウラル。きっとまた生意気なことばかり言うなよ、お嬢ちゃんとか考えてるんでしょ」

　シーナは明るく笑った。

　本当は泣きたいほど哀しい。ウラルの力を借りても、アレンを救えなかった。

　だがそれが運命というものなら、シーナは受け止めないといけないのだ。

　ウラルとゴシュラムの正式な国境で、身分を調べられるような場所は一カ所だけだ。商人が往来する大道に関所が設けられている。

　両国の間に特別な友好関係があったわけではないが、信頼はしているのだろう。山越えをしての入国に関しては、誰も咎め立てはしなかった。

　昔は危ない山越えをしてまで、ゴシュラムに行くような人間はいなかった。遠回りになるが、整備された大道がゴシュラムまで繫がっていたからだ。

　だが、今は危険を冒おかしてもゴシュラムに逃げ込む人間が大勢いる。ハッシュウィルの兵の暴挙に怯える人達だった。

　中には山越えに失敗して、命を落とす者もいたのだろう。目を転じれば、恐ろしい骸むくろが転がっているのかもしれないが、シーナは勇気を奮ふるい起こして、夜の中、ゴシュラムに向かって進んだ。

　国境に線が引かれているわけではない。そろそろゴシュラムに入ったとわかるのは、山中でも道がきちんと整備されているからだ。

　二手に分かれた先を行くと、さらに隣国のザルツの国境に繫がる。迷わないように、道案内の標識がきちんと立てかけられていた。

「ゴシュラムに戻ったんだわ」

　安心したシーナは、馬の歩みを少し遅くさせた。

「あら……あんなところに」

　行きは気持ちが急いていたので、周囲の風景になど目を向けられなかった。けれど帰りとなると少し余裕がある。シーナは、月光に照らされた夜の中、きらきらと輝いている水場を発見した。

　しかもただの水場ではない。ゴシュラムの城にも導入されている、お湯の湧き出る泉の一つだろう。白い湯気が上がっていて、幻想的な美しさだった。

「ウラル。私、あそこで体を洗っていきたい」

「ミャウッ？」

「今なら誰もいないわ。綺麗なお湯よ」

「ミャッ！」

　ウラルは馬の上に飛び乗り、シーナに体をすり寄せた。

『お嬢ちゃん、綺麗好きなのはわかるけどな。いくらゴシュラムが安全な国でも、追いはぎや泥棒はいるんだぞ』

「ウラルがいるもの。いつものように見張り番をしていてね」

『このわがまま娘がっ！』

「だってゴシュラムの城では、ゆっくりお風呂に入ることもできないんだもの」

　シーナは馬を近くの木に繫ぎ、さっさとドレスを脱ぎだした。

「ウラル、神様なんだから、レディの裸なんて見ないでね」

「ミャーオーッ……」

　呆れるウラルを置いて、シーナは湯の湧く泉に体を浸した。

「うわぁーっ、いい気持ち……」

　山越えで汚れた体を、シーナは思う存分綺麗に洗った。

　湯の中に、汚れと共に悲しみも滲み出ていくような気がする。綺麗になっていくのは、体だけでなく心もだった。

「ミャーオーッ、ミャッミヤッ」

「ウラル、何よぅ、うるさいわね。狼でも出た？」

「ミャウッ」

　白豹はどうしても水に入りたくないらしい。そのせいでウラルも、シーナに言いたいことがあっても伝えられないままだった。

「心配しないで。もう少し、ゆっくりさせて」

　ふわふわと湯に浮いていたシーナは、その時、複数の蹄ひづめの音を聞いた。

「あっ」

　慌てて岸に戻ろうとしたが、かなり奥まで来てしまっていた。こうなったら気がつかれないように、じっとしていなければいけない。ところがシーナの馬が、たくさんの馬に驚いたのか、緩く繫いでいた手綱を解いて、勝手に逃げ出してしまった。

「ど、どうしよう」

　裸で馬を追うこともできない。ウラルもまた、大勢の馬に乗った怪しい人影が近づいているのに、馬を追ってシーナを一人にすることはできなかった。

「怪しい者がおります」

　男の声がして、そのうちの数人が馬を下りて泉に近づいてきた。シーナは慌てて岸に上がり、ドレスを探したが、そこにもまた人影があった。

「キャ――――ッ！」

　ラウル・メイデンは悲鳴など上げない。しかし、シーナ・ウルナイ・ハングリヤ・イザベヤーニ、ウラルの第一王女は悲鳴も上げる。

「キャーッ、キャ―――ッ」

「驚かせてすまない。怪しい者ではない。王室の者だ」

　暗い茂みの中にいたから、シーナからはよく姿が見えなかったが、その声はゴート王のものだった。

「あなたは人か？」

　ゴート王に裸体を見られてしまった。月の明かりは残酷なことをするものだと恨みながら、シーナはまた泉に飛び込んだ。

「私には泉の妖精のように思えるが」

　あくまでも優しいゴート王の声に、シーナの全身は湯の中にいても震えた。

「お、お許しください。旅の者です。綺麗な泉に、温かなお湯が湧き出していたので、つい入って汚してしまいました」

「そんなことを責めてはいない。詫わびるのは私達のほうだ。大勢の蹄に驚いて、あなたの馬が逃げてしまったようだが」

「……構いません。貸し馬ですから、きっと自分で厩舎に戻れるでしょう」

「そうは言っても、まだ人里からこんなに離れた場所で、レディを一人で置き去りにはできないな」

「レディなんて呼ばれるような身分の者ではありません。騎士様、どうか私に構わず、先をお急ぎください」

　けれどゴート王は立ち去らない。岸辺の木に寄りかかり、じっとシーナを見つめていた。

　もしかしたら気付かれたかと、シーナはさらに震える。

「私は奇跡など信じない人間だったが、今宵は奇跡を信じたい気分だな」

「……」

「美しいレディ……名を教えてはくれまいか」

「名乗るような名前は持っておりません。どうか、お慈悲を……」

「安心するがいい。不埒な行いをするつもりはない。もしゴシュラムの町に向かうつもりなら、重ね重ねの非礼を詫びる意味でも、私の馬で送ろう」

「……どうしよう……」

　いつまでもゴート王は、立ち去ろうとはしなかった。ウラルもゴート王の前では、姿を見せることもできない。

「これは失礼。いつまでも私が見ていたら、着替えることもできなかったな。馬のところで待っているから、安心して出てくるといい。もしも私への不信感が拭えぬというなら、ここに……指輪を置いていく」

　なんとゴート王は、王の印である大切な金の指輪を、岸辺の岩の上に置いて立ち去った。

「私が泥棒だったらどうするつもり。ゴート様ったら、まったく、人が良すぎるわ」

　シーナは慌てて泉から出て、濡れたままの体にドレスを纏った。

「しかも王の指輪よ。あの人ったら、何を考えているのかしら」

　本気で怒りながら、シーナは急いでゴート王と近衛兵のいる大道に戻った。

　髪が濡れているので、フードを被れない。

　残酷な月は、またもや悪戯を開始する。

　シーナの髪は金色に輝き、その白い顔をさらに白く輝かせた。

　運命に翻ほん弄ろうされているせいで、シーナは忘れていたが、その美貌は近隣諸国に響きわたるほどのものだ。

　誰もがその姿に恋をすると噂され、絵師によって描かれた肖像画は、異国でこっそりと高値で取引されているともいう。

　ハッシュウィルのラスタは、そんな一枚を手に入れて、無謀にもシーナに求婚した。

　それがすべての運命を狂わせてしまったのかもしれない。

「騎士様。このように高価なものを、たとえ女とはいえ、見知らぬ者に預けるものではありません。私が盗人だとは疑われないのですか」

　シーナは怖おじることなく、ゴート王に堂々と文句を言った。

　王だと知っていても、ここは気付かぬふりをしているしかない。あくまでも初めて会った騎士と思っていることにしたかった。

「あなたは立派な盗人だ」

「まぁ、失礼な。指輪はちゃんとお返ししますわ」

　シーナが指輪を差し出すと、ゴート王はこれまでシーナが一度も見たことのない、何とも甘い笑顔を見せた。

「私の心を一瞬で盗んだが……」

「……」

　真っ白なシーナの顔が、みるみる赤くなっていく。

　婚約者がある身で、よくもそんなことが言えるわねと、いつものシーナだったら怒りに身を震わせただろう。

　だが、今は本当に嬉しかったのだ。

「ゴシュラムの騎士様は、女と見れば誰にでもそのような甘い言葉を囁かれるのですか？」

　震える声で抗議するシーナの体を抱えて、ゴート王は楽々シーナを馬に乗せてしまう。そして自らも馬に乗った。

「ゴシュラムの人ではなさそうだな。どちらからいらしたのか、せめてそれだけでも教えていただきたい」

「……」

「答えたくはないか。では旅の目的は？　もしや人捜しではないかな」

「えっ……」

　馬はゆっくりと進む。月に照らされた道は、二人きりならとてもロマンチックだろう。けれど背後には近衛兵がいる。

　シーナは迂闊なことは口にできないと思ったが、ゴート王がもしかしたら自分をシーナ王女と認めているのではないかと感じた。

「人を捜しております……」

　ゴート王の本心を探るように、シーナは呟く。

「もしかしたら兄上ではないか？　あなたと同じように、見事な金色の髪を持つ……」

「……はい……」

　言ってはいけない。ウラルがいたら、そんなことを話すなと叱しかっただろう。

　ウラルが体の中からいなくなったこの数日、どうやらシーナはすっかり元に戻ってしまったようだ。女性の心が、今のシーナを支配してしまっている。

　先のことを考えると、様々な重圧がのしかかってきて不安になるばかりだ。

　そんな時だからこそ、シーナは甘い恋の夢に逃げたくなっていたのかもしれない。

「私を信頼してくれるなら、あなたの兄上と思われる人物に引き合わせてあげよう」

「でも……あの……」

　それはどうあっても無理だ。ウラルが神でも、シーナの体を二つにすることはできない。

「きっと人違いです。騎士様のように立派な身分の方と知り合っていることはないでしょう。金の髪なんて、どこにでもいますもの」

「そうだろうか。ゴシュラムには金の髪をした者はほとんどいないのだが」

「……」

　確かにゴシュラムでは黒髪が多く、あとは茶か赤だ。金や白銀の髪はほとんどが異国出身者だった。

　すぐ後ろにゴート王がいる。体温を間近に感じているうちに、シーナの心臓は激しく鼓動を打ち始めた。

　恋なんてしてはいけない。そう自分を戒めてきたけれど、明日があるかもわからない。

　シーナのままでいられるのは、ほんの短い間だけだ。ゴシュラムに戻れば、またラウル・メイデンに戻らないといけなかった。

　思い出になるのなら、今だけ素直に恋を楽しもうと思った。

　そんな楽しみでもなければ、自分が可哀相だ。

　心の中で、レディ・サナにごめんなさいと何度も詫びた。たとえレディ・サナにとって、ゴート王が兄のような存在だったとしても、婚約者なのだから。

「あなたの兄上は、志こころざしの高い立派な若者だ」

「騎士様は、兄をご存じなのですか？」

「もし、彼、ラウル・フォー・メイデンがあなたの兄なら、よく知っている」

「そんな名前ではありません」

「身分を偽っているかもしれない」

「……」

　ゴート王は、ラウルがアレンだと確信している。

　そしてシーナが、ラウルの妹であり、アレン王子の双子の妹、シーナ王女だと確信しているのだ。

「笑ってくれてもいい。私は、あなたの兄上が男だと知りながら、時々、妙な思い……そうだな、恋をしているような気持ちになって困ったものだ」

「……」

「もちろんそういったことがあるのは知っている。けれど私は、小姓を側に置くようなことはしないし、これまでは男に対して同朋意識しか持たなかった」

「その、ラウル、何とかって人は、そんなに女性的なのですか？」

「いや。見た目は確かに女性的かもしれない。金の髪をしていて、レディ達がため息をつく美貌の持ち主だ。だが大酒飲みのうえに大食いで、さらに……勇敢で理知的だ」

「褒ほめてばかりですわ。大酒飲みのうえに大食いのところを除いてですけれど」

　ゴート王は体を揺らして笑った。

「そんな言い方まで、兄妹だな。実によく似ている」

「まだ、私の兄だという確証はありません」

「そうだな。実際に会うまでは、私も確かなことだとは言えない。あなたは自分の名前も名乗ってはくれないし」

　僅かだが、ゴート王の体が近づいたような気がした。もしかしたらシーナの髪の匂いを嗅いでいるのかもしれない。

　それだけでまたシーナの心は熱くなる。

　ダンスの時以外は、不必要に殿方に接してはいけませんと、散々注意された意味が、やっとシーナにもわかった。

　森を抜けると、目の前が開けた。すると月の光に照らされた、ゴシュラムの城が目に入る。

　美しい城には、幾つかの部屋に灯りが灯っていて、遠くからでもちかちかと瞬いているのが見えた。

「あの城で、兄上は暮らしている。博識で、しかも剣も乗馬も得意な素晴らしい騎士だ。あなたは兄上を誇りに思っていい」

「そうでしょうか……」

　シーナは悲しくなってきた。

　ゴート王にとって、やはりラウルは特別な存在なのだ。もしシーナとラウル、どちらかを選べとゴート王に迫ったら、今のゴート王だったら迷わずラウルを選ぶだろう。

「美しいレディ。あなたには、すでに婚姻の約束を交わした人がいるのだろうか……」

「それを私にお尋ねになる前に、ご自身のことをお話しになったらいかがですか」

　シーナは顔を上げて、強がってみせる。

　もしゴート王がここで平気で噓をつくようなら、それだけの男だ。失望したくなくて、シーナは必要以上に緊張していた。

「残念ながら、生まれた時からの婚約者がいる。だが私は……」

「黙って。それ以上はおっしゃらないでください」

　シーナは馬の手綱を押さえ、いきなり歩みを止めさせた。

「ここよりは歩いてまいります。ゴシュラムの城にいる、ラウル・メイデンというのが、私の兄らしいというのはわかりました。後日、正式に会いにまいります」

　それだけ言うと、シーナは馬から下りてしまった。

「待ちなさい。城まで行けば、兄上にすぐに引き合わせるが」

「いいえ。婚約者がいらっしゃるのに、他の女性に甘い言葉を囁くような殿方は、信用できません。私のことは、どうかもうご心配なく」

「よかろう……私も軽率だった。だが最後に一言だけ言わせてくれ。ほんの一時だったが、私は生まれて初めて、恋というものを味わった。レディ、あなたに感謝する」

「……」

　泣くものかと、シーナは唇を嚙みしめた。

　そして胸を張って、大地を踏みしめてしっかりと立った。

　ゴート王はそれ以上シーナを構うことなく、近衛兵に合図してその場を立ち去ってしまう。

　その姿が見えなくなったのは、遠く離れたせいだけではない。

　涙がシーナから視界を奪ったせいだった。









◆◆◆






「ミャーオ――ッ」

　足下にすり寄ってきた白豹を、シーナは素早く避けた。

「ほっといてちょうだい。どうせ怒るつもりなんでしょ。ええ、ええ、そうよ。悪いのは私。私が愚かなのよ」

「ミャウッ」

　ウラルはさらにぴたりとすり寄ってきて、無理やり意思を伝えてくる。

『どうすんだよ。ゴート王のほうが先に城に着いちまうだろ。そしたらラウルのいないのがばれちまうぞ』

「ゴート王はお疲れよ。どうせ遊び女のところにでも行って、ワインを浴びるように飲んで寝てしまうわ」

『おい、自や棄けになるなよ。ああ見えて王は気配りの人だからな。真っ先にラウルに妹のことを報告に行くぞ』

「どうして……」

『夜中にレディが、一人で困ってるんだ。自分はもう信用されてないが、兄なら素直に言うことを聞くだろうと思って、ラウルに迎えに来させるつもりなんだ』

　シーナは足を止めて、城までの距離を測った。

「大変。どうしよう」

『まったく、これだからな』

「うわーっ、ウラル、どうしたらいいの」

『すぐに入れ替わる。こいつには、城に帰るよう命じておくから。いいか、白豹。俺がいなくても、迷子にならずに城に戻れよ。帰ったら、うまい肉をラウル・メイデン子爵が食わせてくれるそうだから』

　ウラルはそう白豹に命じると、シーナの中に入ってきた。

「ウラル、駄目だってば。ドレスがきつい」

『脱げよ』

「いやっ」

『男の体だ。恥ずかしくないだろ』

「寒い」

『いいから、裸になって、濠に向かってあの川を泳ぐんだ』

「あっ……そうか」

　走っていくより、川を泳いでいくほうがずっと早かった。しかも今はウラルと二人だ。いつも以上の力が出せる。

　シーナはドレスを脱ぎ捨て、川に飛び込んだ。そして必死になって泳ぎだした。

『姫様なのに、泳げるだけでもたいしたもんだ』

『泳ぎの訓練を受けたのは、敵に襲われた時、濠に飛び込んで生き残るためよ。こんなところで役に立つとは思わなかったわ』

　ゴート王達はとうに城に着いただろう。蟄居を命じられていたから出迎える必要はないが、確かにウラルの心配するとおり、ゴート王はすぐにシーナに会いに来る。

『間に合わないわ。どうしたらいいの』

『いいから。北側に向かうんだ』

『北側って、部屋の反対じゃない』

『レディ・サナの部屋に行け』

　シーナは危うく溺おぼれそうになった。ウラルの考えが、まったくわからない。

『どうしてレディ・サナなのよ』

『ゴート王は婚約者に対して、今はやましい気持ちでいっぱいだ。レディ・サナにはすぐ会えないだろうから、時間稼ぎには最高さ』

『そんな……』

　だが選択肢は他になさそうだった。

　城内は深夜だというのに騒がしい。やはり城の人達も、ゴート王がこんなに早く帰るとは思っていなかったのだ。

　濠を泳ぎ切ったシーナは、城の北側の壁を登り始めた。

『ウラル、こんなことするのに、私の体は向いてないんだけど』

『そうだな。猿よりは重いもんな。だが豚よりは軽い。安心して登っていけ』

　決して下を向いてはいけない。恐ろしさのあまり、全身から力が抜けてしまいそうだ。

　ひたすら上を向いてよじ登る。レディ・サナの部屋の階はすぐそこのように思えて、なかなか遠かった。

　下帯しかつけていない体は、寒さで震えだす。少し前まで温かい湯に入っていたのに、その後は水かとシーナはため息をつきつつよじ登った。

「はぁはぁっ、あーあ、もういや。ウラルったら、姫様使いが荒すぎるわよ」

　やっとたどり着いたテラスの先には、レディ・サナの居室があったが、深夜というより早朝に近いこの時間、起きている者は誰もいなかった。

『まずいなぁ、こりゃ。これって夜這いの展開じゃないか』

『ウラル、今度は何？　その夜這いって』

『つまり、好きな女のところに、夜中こっそり押しかけるってやつさ』

「……」

『しかも下帯一枚ってのは、どう考えてもなぁ』

『どうして最初っから、自分の部屋に行けって、命じなかったのよっ』

　両手で拳を握りしめたシーナは、さらにどんどんと足を踏みならす。

「どなた……そこで何をしていらっしゃるの……」

　静かな声がして、シーナは慌てて手で胸元を覆ったが、男に見える肉体ではあまり意味がなかった。

「メイデン子爵……」

「レディ・サナ。こんな時間に、失礼いたしました。王がお戻りと知って、急ぎ戻ったつもりでしたが、どうやら部屋を間違えたようです」

　シーナは、レディ・サナの部屋とは、城の反対方向にある自室のテラスを指差した。

「蟄居中の身ゆえ、自室にいなければいけなかったのですが、王が不在を幸い、濠を泳いで外出しておりました」

「まぁ……それで、王はもう戻られたのですか」

「はい。今頃はきっと、私がいないので、額に青筋を浮かべてお怒りのことと思います」

「あら……」

　薄物の寝間着の上にガウンを纏ったレディ・サナは、そんな姿を恥じらうこともなく優しく微笑んだ。

「私を助けてくださるお気持ちがおありでしたら、私の侍従のオズベルトに命じて、着衣をこちらに運んでいただきたいのですが」

「ええ、構いませんわ。ですがその前に、濡れた体をどうにかなさいませ」

　レディ・サナは自ら動いて、手に大きな布を持って再び現れた。

「侍従をあなたの部屋に走らせました。じきにお召し物が届きます。それまでは……その布で我慢できますか？」

　寒さに震えるシーナを見て、レディ・サナは気の毒そうにしている。

「こんな姿であなたの部屋にいたら、王はさらにお怒りになるでしょうね。考えもなく城を出たことを、今さらながら反省しています」

「では、こういたしましょう。私が無理を言って、あなたに異国の話をせがんだと……」

「レディ・サナ……」

「寝室に招いたりはしておりません。ここで、この部屋で、一晩中話していたと……」

「いや、それは……」

「お体、冷え切っていらっしゃるわ。すぐにお茶の用意をさせますから」

　とんでもないことをしてくれたと、シーナは今になって青くなった。

　レディ・サナとラウルの仲を、ゴート王が誤解しないという保証はない。

　いや、疑うのが普通だろう。

　これは立派な密通になる。ラウル・メイデンは王の婚約者に手を出した、とんでもない大馬鹿者ということだ。

『ウラル、どうしよう。このままじゃ、こんなに親切なレディ・サナにまで、迷惑をかけちゃう』

『さぁ、どうかな……』

『何をふざけたことを言ってるのよ。迷惑をかけただけじゃなくて、彼女のレディとしての名誉も傷つけたのよ』

『本人は楽しそうだが』

　レディ・サナは侍女に命じて、すぐにお茶の用意をさせていた。

「パンもありましてよ、メイデン子爵」

　少女がおままごとをしているような気楽さで、レディ・サナはシーナを接待しようとしている。テラスから忍び込んだ裸の男に対して、それではあまりにも危険だった。

「レディ・サナ、ご忠告申し上げます。こんな時間に忍び込む殿方には、やましい思いが普通はあるものです。そんな簡単に許してしまってはいけません」

「でもメイデン子爵。あなたは違うわ」

「えっ……」

「あなたは……他の殿方とは違うもの。女性をきちんと人間として捉とらえる方だわ」

「それは……」

「レディは殿方にハンカチを振るだけの存在ではありませんわ。私、庶民の女性達が羨ましいです。彼女らは男性と同じように働き、その働きを正しく評価されていますもの」

　お茶が入ると、レディ・サナはシーナに座るようにとそれとなく示す。テーブルの上には、小さな金の籠に盛られた、ドライフルーツ入りのパンがある。

　それを見てシーナのお腹はぐぅーっと鳴った。

「し、失礼しました」

　レディ・サナはくっくっと笑いながら、どうぞと手で示す。

「い、いただきます」

　温かいお茶とほんのり甘いパンは、まさに貴族世界の贅沢品の味がした。

　シーナはウラルが教えてくれた、ハッシュウィルのパンのまずさを自分の舌で味わったかのように思い出す。

「レディと呼ばれる、貴族社会の女性は不幸です。自分というものを持てないから。結婚をして、世継ぎを産むだけが生涯、最大の仕事。それ以外は、刺繡や絵画、楽器を奏でているだけですもの」

「そんなことはありません。やろうと思えば、どんなことでもできます」

　思わず強く言ってしまってから、いや、レディ・サナは自分とは立場が違うんだと、改めて思った。

　シーナは王女なのに、自由に育てられたと思う。馬に乗ることも許されたし、剣を振り回しても怒られはしなかった。

　けれどレディ・サナは、生まれた時からゴート王の妻、将来の女王になるべく、制約の多い生活を強しいられてきたのだ。

「では何をやれとおっしゃるの」

「……一つあります」

　シーナはゆっくりとお茶を飲み干すと、レディ・サナをじっと見つめて話しだした。

「治療院の開設に、お力添えください」

「治療院？」

「ウラルの神官達は、昔から伝わる優れた医療術を持っています。ですがウラルの神殿はすべて破壊され、これまで神殿で行われていた医術を、施す場所がなくなりました」

　レディ・サナはシーナのカップに新しいお茶を注いでくれながら、話の続きをそれとなく促す。明らかに興味を持ったようだ。

「ウラルの神官の医術は、貴族のためだけのものではありません。穀物一握り、果実を一籠、ワイン一杯でも持ってこられたら、それだけで誰にでも、どんな困難な治療でも施します」

「存じませんでしたわ」

「各国には、それぞれ優れた特徴があります。小国のウラルですが、医術に関しては、恐らく今の世界では一番でしょう」

　それはそうだ。人体というものを熟知しているウラルが神なのだから。

　シーナは語っているうちに、胸が熱くなった。

　ウラルがしてきたことの偉大さに、改めて気がついたからだ。

「レディ・サナ。お力添え、願えませんでしょうか。今はまだ平和なゴシュラムですが、いずれハッシュウィルとの戦にでもなれば、怪我人も増えるでしょう。悪い流行病が広がるかもしれません。そんな時、ウラルの神官は自分の身を犠牲にしてでも働きます」

「素晴らしいお話ね。では、私は何をすればよろしいのかしら」

　その時、ばたばたと足音がして、オズベルトの瘦せた体が部屋に飛び込んできた。

「オズベルト」

「うわーん、子爵さまーっ、ご無事でしたか。お戻りになられないから、どうしようと思っていたんですよ」

　今にも泣きだしそうにしながら、オズベルトは慌ててレディ・サナに腰を折って挨拶した。

「もしかして追いはぎにでも遭われたんじゃないでしょうね。お強いからって、油断なさってはいけません」

「いや、王が戻ったのを知って、濠を泳いで渡ってきたんだ」

「またそんな無茶をなさってぇ」

「失礼します。着替えをさせてください」

　シーナはレディ・サナに断って、部屋の隅の衝つい立たての陰で着替え始めた。

　その時、ドアをまたノックする者があった。

　急いでシーナはシャツを着る。続けてズボンを穿はいたところで、室内に入ってきた別の人物の咳払いが聞こえた。

「レディ・サナ。これはどういう状況なのだろうか」

　その声はゴート王だ。

　シーナはひっと短く叫んで肩を竦める。

「こんな時間に、衝立に隠すような相手と密会していたのかね」

「いいえ……私の侍女が粗相をいたしまして、お召し物が汚れたのでお着替えになっていらっしゃるだけですわ」

　レディ・サナは毅然とした態度で、シーナを守ろうとする。

　ああ、こんないい人の婚約者である王に、心をときめかせたなんてと、シーナは深く反省した。

「では、誰が隠れているか当ててみよう。ラウル・メイデン子爵……蟄居の意味を、どう捉えているんだ」

「申し訳ありませんでした。けれどレディ・サナの名誉のために申し上げます。誤解されるような不埒な行いはいたしていないと、神にかけて誓います」

　そうだ。シーナの神は何もかも知っている。

　いや、その神が仕掛けたことなのだ。

　シーナは急いで衝立の陰から出たが、そこにゴート王が近づいてきて、いきなりシーナの顔を殴った。

　これは明らかに組み手の殴り合いとは意味合いが違う。叱責の意味での殴打だった。

　それほどレディ・サナを愛しているのかと、シーナの心は激しく痛む。

「軽率だぞ、ラウル。私はサナもラウルも信頼しているが、王宮内という場所は、とかく噂が横行する場所だ。サナに対して敬意を抱いているなら、時と場所を考えて行動しろ」

　ゴート王の怒りは本物だ。両親にも叩かれたことなどないシーナだったが、ゴート王の本気の叱責に反発することはできなかった。

「よい知らせを持ってきてやったのに……蟄居を命じられながら、レディの部屋を夜に訪れるとはな。ラウルも普通の男だったかと、失望したな」

「いいえ、お引き留めしたのは私です。メイデン子爵に、ウラルの医術について説明していただいておりました。そのためにこんな長時間になってしまったのです。わがまま申したのは、私のほうですわ」

　レディ・サナは必死だ。

　シーナは殴られた頰よりも、心の痛みのほうがずっと大きくなっていた。

「ですからゴート様。よい知らせをお伝えになってください」

「サナ。メイデン子爵を恋しいと思う気持ちはわかるが、自分の立場をもう一度よく考えたほうがいい」

　ゴート王はレディ・サナに対しては、穏やかな態度を崩さない。それがシーナには余計に悲しい。

　そんなにレディ・サナが大切なのかと、嫉妬の感情で揺れていた。

「だがサナの気持ちもよくわかる。私達は、あまりに同じ時を生き過ぎた。お互いに、兄と妹という気持ちしか持てないのに、いつまでも婚約を続けていることに無理がある」

　それは違う。ここでそんな発言をしてはいけない。シーナは慌てて、二人の様子を交互に見つめる。

「サナ。正直に告白しよう。私は、今宵初めて恋の意味を知った。サナがメイデン子爵に惹かれた気持ちも、今ならよくわかる」

「ゴート様……」

「すまない。婚約者というものがありながら、不埒な気持ちを抱いたのは私のほうだ。殴られるべきは私だが、今後のことを考えて、あえてラウルを叱責した」

　ゴート王はシーナに向き直ると、今度は逆に手を差し伸べてきた。その手をシーナは力なく握る。

「ラウル。サナの気持ちに応えてやるつもりがあるなら、婚約解消から一年は、これ以上親密になるな。ラウルと何かあったせいで、婚約が解消されたと受け止められたら、サナにも傷が付く」

「いや……あの……」

　それは誤解だと、シーナは言えない。

　レディ・サナがラウル・メイデン子爵に恋している。それは確かにありそうなことだったからだ。

　しかもこんな親切にしてくれているのに、目の前でレディ・サナを傷付けるような発言はできなかった。

「サナ。正直に言いなさい。私のことを、兄以上に思えるか？」

「……寛大で偉大なるゴート王。王として尊敬申し上げ、兄として……敬愛いたしております」

　レディ・サナはナイトガウンながら、まるで正式なパーティのドレス姿のように、裾すそを持ち上げて丁寧に礼をした。

「よくわかった。婚約は解消する。だが、サナは私の大切な妹だ。これまでと同じ待遇は保証する。私が正式に婚姻をするまでは、皇太后を助けてやってくれ」

「はい……」

　婚約解消されながら、レディ・サナはちっとも悲しそうではない。むしろ晴れ晴れとしているようだ。

　こんなはずじゃなかったのにと、シーナは一人悶もん々もんと悩む。

　ゴート王はもう自由だ。そしてレディ・サナも自由だ。

　しかし二人が望んでいる恋の相手は、同じということではないか。

「ではラウル。よい知らせだ。妹君が城の近くまで来ている」

「妹……私には、妹などおりません」

「隠すことはない。粗末な町娘の恰好をしていたが、どうあっても王族の威厳は隠せないものだ。あの美しい金色の髪の姫を、こんな時間に外に一人にしておくのか。早く迎えに行くがいい」

「あっ、はい……」

　こうなったらここを出るしかない。そして噓でもいいから馬を飛ばして、いるはずのない町娘の恰好をしたレディを捜すしかなかった。
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　川の近くで脱ぎ捨てたドレスを拾って帰った。そしてシーナは、沈黙を続けるウラルに文句を言い続けていた。

『おかしなことになっちゃったじゃないの。どうするつもり』

『……』

『寝たふりなんてしても駄目よ。あなたが寝ないのは、私、知ってるんだから』

『いいじゃないか。これですべてうまくいった。レディ・サナに治療院の話を持っていったのは正解だな。彼女だったら、貴族達から資金を集めて、立派な治療院を造ってくれるだろう』

『そういう問題じゃないわよ』

　城内に戻って、シーナは重い足取りで部屋に戻った。ところがそこにはゴート王がいて、あろうことか白豹の頭を撫でていた。

「何だ。姫君を連れ帰ったのじゃなかったのか」

　ゴート王は明らかに失望している。がっかりした様子を見て、シーナは慌てた。

「お察しください。身を隠さねばならない、様々な事情があります」

「……」

　シーナが手にした粗末なドレスを、ゴート王はじっと見ている。今さら隠すわけにもいかず、シーナはそれとなくオズベルトに渡した。

「侍従、ついでにしばらく席を外してくれ。メイデン子爵と内密の話がある」

「はい……」

　オズベルトは汚れたドレスを手にして、そそくさと部屋を出ていった。

「では改めて、二人で真実の話をしよう。ラウル……いや、アレン王子」

「……」

「私がなぜ、隣国、ザルツに貴殿を同伴しなかったかは、もうおわかりだな」

　ゴート王の口調が、これまでとは少し違っている。シーナを隣国の王族と認めているからだ。国の大小はあっても、王族である限り優劣はない。しかもアレンはウラル王、ソムリヤの死後、正式な王位継承者だった。

「貴殿の消息は、隣国の王達の間でも話題になっている。皆もハッシュウィルの脅威には怯えている。散ってしまったとはいえ、ウラルの騎士団の再集結を待ち望んでいるようだ」

「そのお話でしたら、いずれと思っておりました。まだ正式には名乗れません。けれど……ウラルの生き残った騎士達を、ゴシュラムの最強騎士団に迎え入れたいと望んでおります」

「よかろう。それはただちに許可する。では、なぜ身分をいつまでも隠すのか、それが知りたい。私は貴殿という人物を知り、今では敬意を抱いている。よき同朋だと思っているが、貴殿はどうなのだ」

「はい、ゴート王を、兄のように敬うやまい、お慕したい申し上げております」

　シーナの返事に満足したのか、ゴート王はにこやかに笑った。

「では、私も貴殿を兄と呼ぼう」

「いえ、私のほうが年下です」

「弟か。そうだったな。それでアレン王子、なぜ名乗らぬ」

「ハッシュウィルの第一王子、ハイルが私を狙っているからです。そのために、ゴート王にまで迷惑が及ぶことを避けたかったのです」

「そうだな。かなりの執心に思える……」

「それに私がハイルを伐うちたいと願うのは、父母を殺されたことの私怨からです。ゴシュラムの人々を、私の私怨の犠牲にすることはできません」

　よくもすらすらと言えるものだと、シーナは呆れる。ウラルは時々、辻つじ褄つま合わせの天才だ。けれど改めて考えると、ウラルの頭の中では、物事がこう流れるとすでに読めていたのかもしれない。

「けれどもう私怨ではすまなくなった。ハッシュウィルがゴシュラムに攻め込んで来るのも時間の問題だろう」

「そうですね。国境にはハッシュウィルの無敗軍団が集結しております。爆薬はほとんど破壊しましたが、新たな武器を製造していました」

「ほう、それはどんな武器だ」

「少量の爆薬で、鉄の玉を撃ち込む兵器です。爆薬を直接撃ち込むより、場合によっては破壊力があります。五発も撃たれれば、城壁も破壊されるでしょう」

「……それに対抗できる武器はあるのか」

　ここはもうウラルだけの知識だ。シーナもゴート王のように、ウラルの言葉の続きを待った。

「時間がありません。一番の解決策は水です。導火線に着火させないためには、豪雨が必要でしょう。それが無理なら、雨を作ります」

「……」

　ゴート王も沈黙した。シーナも何も言えない。

　ウラルはふっと笑った。

「戦地にどこをお選びになりますか」

「国境近くだろう。民を巻き込みたくない」

「それはハッシュウィルも同じ。国境の荒れ地となりますが、そこの一部を掘って、散水のための井戸を作ります。あるいはお湯が噴出するかもしれませんが」

「アレン王子、貴殿は本当に魔法使いだな。あんな場所に井戸など掘って、水が出ると信じているのか」

「出ます。地形的には、豊かな水脈があるはずなんです。かなり深く掘ることになりますが、掘くつ削さく機きは私が作ります」

　あなたは誰と、シーナは思わず呟く。

　ウラル神。かつて太古の時代、人々に文明の灯りを灯したその人なのだと、シーナは改めてウラルの心を探ったが、ウラルが考えているのは複雑な機械の形だけだった。

「そして石炭。ハッシュウィルの製鉄技術を支えている石炭ですが、こちらの国境近くにもあります。私は手に入れました」

「石炭……」

「はい。古い木の固まったものとでもいいましょうか。火力が強いので、製鉄技術を高めます。これからの時代は、鉄を制するものが、世界を制するようになるでしょう」

「何が必要か、明日までに書き出せるか」

「すぐにでも。蟄居の間にも、頭だけは働かせておりましたから」

　さらりと言ったシーナの言葉に、ゴート王は困ったように笑った。

「先程はすまなかった。サナに対しては、妹のような愛情を抱いている。だから彼女を不幸にはしたくない。レディに恥をかかせるわけにはいかないしな」

「……そうですね……私も配慮が足りませんでした」

「ではもう一つ。肝心の話をしよう」

　ついに来たなと、シーナは構える。戦争の話ではなくなったと知ると、ウラルはさっさと奥に引っ込んでしまって、何の知恵もシーナに与えてはくれなかった。

「貴殿の妹君に会った。あの美しく聡明な姫には、すでに婚約者がおありだろうか」

「……やめておいたほうがいいです。あれはとても気が強くて、負けず嫌いで、わがままです。しかも刺繡をしているより、馬に乗っているほうが好きでして……」

「そんなことは構わない。あの姫は貴殿によく似ている。私がどんなに貴殿を好きでも、残念なことに同性では盟友となるだけだ。もし貴殿と同じような魂を持つ女性がいたら、私は迷うことなく求婚するだろう」

「相手のことをよく知りもしないで、求婚なんてとんでもありません」

「ではもっと知ることができるように、姫君をこの城に呼んでほしい」

　噓でもいいから、婚約者がいると言えばよかったのか。ミトリだったら、何も言わずに婚約者の役くらいやってくれるだろう。

　けれどシーナの心にも、ゴート王への思いはあるのだ。

　レディ・サナとの婚約を解消したのも、すべてシーナのためだと思える。

「無理にとは言わない。貴殿にとって姫君は、今や大切なたった一人の家族だ。私は不幸にして兄妹を一人も持たないから、その気持ちを汲み取れと言われても難しい。ましてや今は戦に向かっている時だ。浮かれてしまって、恥ずかしい限りだな」

「いいえ……戦に向かう時だからこそ、気持ちがはやるのです。もしかしたら命を失うかもしれない。その前に、悔いを残したくないと、誰でも思うものでしょう」

　永遠が約束されていたら、人は恋を急がない。

　いつか終わる命だから、人は愛する者を求める。

　死までの時間を、心優しい思い出で埋めるために。

「戦に向かう時期に不謹慎だと思うかもしれないが、明後日の夜、城で宴うたげを催そう。姫君も招待してくれ」

「いや、あの、ドレスなんて持っていないし」

「至急、最上のものを贈る。もし彼女と踊れたら、私は悔いなく、戦場で戦えるだろう」

　それを言われたら、シーナも何も言えない。

　もしゴート王と踊れたら、シーナも悔いはなかった。

「努力はいたしますが、妹も…ハイルに命を狙われております。もし訪れることが叶わなくても、ご容赦ください」

「そうだな。その時は、誰とも踊らず、貴殿と朝まで酒を酌くみ交わそう」

　どっちにしても大変なことになりそうで、シーナは深いため息をついた。
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「こんな忙しい時に、宴のご招待とはどういうことだ」

　野営地には新しいテントが増えていた。それを見回るシーナの後ろに着いて歩きながら、ジュードは大げさに顔を顰める。

「せっかくレディのお誘いを断って、真面目に仕官しているってのに、そういう誘惑は迷惑なだけだな」

「いいじゃないか。たまには騎士達も風呂に入ったほうがいい。そんな機会でもなければ、彼らは風呂にも入らなければ、髭も剃そらないんだから」

「ラウルはいいよ。髭も生えない若造だから。レディ達とダンスを踊るとなったら、山ほど香水が必要なやつらばかりだぞ。おっ、見ろ」

　ジュードはシーナの腕を引き、そろそろと入ってきた騎士の一団を指で示した。

「ウラルの騎士達だ」

　礼儀正しいウラルの騎士達は、割り当てられたテントに文句も言わずに、整然と動いている。

　ほとんどがシーナの顔見知りだったが、彼らはミトリに命じられたことを守って、決してシーナに余計な関心を示さなかった。

「おかしいな。やっぱりレディ騎士の思い違いか？」

「何が……」

「ラウルをウラルの王子か王女だって、レディ騎士は思ってるみたいだ。けど、あいつら、ラウルを見ても何の驚きも見せなかったものな」

「そんなことより、王宮の鍛冶場にいって、掘削機の確認を急がないと」

「よくあんなおかしな機械の、設計図だったか……あんなものをすらすらと書けるな」

「魔法使いだからさ」

　この時代にはまだない大型の掘削機を、ウラルは設計してしまった。動力を馬力に頼るしかないのが不安だが、それでも人力に頼るより早く仕事ができる。

　こうして文明は進んでしまう。それはもうウラルにも止められない。

　石炭の採掘も急がせた。戦争の武器を作るために発達した製鉄技術は、さらに文明の進行を早めてしまう。

「いつか人も宇宙まで行くんだな」

　シーナの言葉に、ジュードはふんっと鼻を鳴らす。

「何だ、その宇宙って。どこの国だ」

「国じゃない。天界のことさ」

　ハッシュウィルが攻め込む前に、急いでたくさんのことが進められている。治療院の建設もそれで、とりあえずはゴシュラムの首都、ゾードの古い神殿が使われることになっていた。

　建設現場にシーナは足を運ぶ。

　そこでは老若男女、様々な人々が働いている。みんな自分の国を愛しているから、何か手伝えることがあればと手を差し伸べているのだ。

「んっ……」

　シーナは足を止めた。

『ウラル、どうしたの？』

『いや、今、何かすごい殺気を感じた』

　周囲を見まわすが、怪しい人影はない。

『シーナ、気をつけろ。ハイルがアレンに執着している間はまだいいが、執着が途切れたら、やつはアレンを殺そうとする』

『戦場で戦えばいいだけなのに』

『やつの感情はかなり複雑だ。ゼロか百しかない。いるかいらないかだけだ』

　ウラルに注意されて、シーナは注意しながら先に進んだ。

「あれは…」

　そしてシーナは、神官の一行が進んでくるのを見つけた。

　黒っぽい長いマントに身を包み、驢馬に引かせた荷車に薬草や治療道具を積んでいる。その一行の中に、背の高い男と、彼に抱きかかえられた若者がいる。

　若者の髪は、ジュードのような赤い色をしていて、その顔には痘痕あばたがたくさん散っていた。

　これなら誰も気がつかない。シーナは安心して、そっと神官達に近づいていった。

『アレンが来たな。シーナ、これで安心だろ』

『ええ、ありがとう、ウラル。たとえ魂を失ってしまっていても、アレンは私にとって大切な兄だもの』

　シーナが馬に乗ったまま近づくと、神官達はいっせいに頭を下げる。それは貴人に対する礼として、誰もが行うことだったが、彼らの表情はどこか奥深いものがあった。

　アレンはシーナに気がついたのか、弱々しく手を振る。そして笑った。

『笑ったわ。アレンが私を見て笑った。覚えていてくれたのかしら。それとも何か思い出したのかな』

『刺激を与えたほうがいい。視神経から入った刺激は、脳に蓄積される。それを整理しようとして、脳内に電流が流れるわけだが……アレン、がんばって脳神経を復活させろ』

　ウラルの願いは、そのままシーナの願いでもあった。

　神官の一行は異国の神殿を改良した中に入っていく。

「ねぇ、病気の子を診てくれるって本当なの」

　早速、子供を連れた女が声をかけていた。

「はい、我々はウラルの最高の治療術を身につけております。明日より診ますゆえに、どうぞ、どなたでもお越しください」

　老神官の言葉に、人々からざわめきが起こった。

『俺は人を殺す道具の作り方を教えたが、同じように人を救う方法も教えた。神ってやつは、本当に気き紛まぐれな商売だな』

『人を殺すことをウラルが教えたわけじゃないわ』

　シーナの思いに、ウラルはほっとした。

『そうだな。それだけを自分の誇りにしよう』

　神殿に入る時に、アレンはシーナに向かって手を伸ばした。それが何を意味するのかは、シーナにもウラルにもわからなかった。
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　宴の前になって、シーナの部屋に素晴らしい若草色のドレスが届いた。さらに靴やネックレスもあって、目元に着ける仮面も用意されている。

　シーナはオズベルトを前にため息をついた。

「これを着てダンスを踊るんだ」

「子爵様。王様は本当に子爵様のことを女性だと思われたのでしょうか？　僕もそうは思いましたけれど、やはりこれは……噓になってしまいます」

「いろいろとあってね……」

「このドレス。僕の母が作ったんですよ。子爵様の妹君が着るということで。僕、本当のことが言えませんでした。だって子爵様の新しい衣装も届けられてるし……」

　オズベルトは、もう一つの包みを開く。そこには男性用の美しい衣装が一揃い入っていた。

「私の分まであるのか」

「そうですよ。子爵様が宴に出られなかったら、大勢のレディが悲しみます。だけど女の恰好もしなくっちゃいけないし、あーあー、もうどうしましょう」

　ドレスを胸元に持っていく。見事に腰が細くなっていて、これはそう簡単にアレンの体で着られるものではないとわかった。

『ウラル、やっぱりシーナは欠席よね』

『どうかな。一つだけいい方法がある』

『途中で入れ替わるの？　着替えが大変そう』

『その前に、この忠実な侍従を遠ざけたほうがよさそうだ』

　何もわかっていないオズベルトは、自分のことのようにうんうんと悩んでいた。そのオズベルトに、シーナは残酷なことを言わないといけない。

「オズベルト。今日はみんな大忙しだ。大広間のほうを手伝うように」

「えーっ、でも子爵様のお世話は誰がするんですか」

「自分のことは自分でできる」

「……」

　オズベルトは唇を嚙んで、悔しそうな顔をする。シーナはそんなオズベルトをぎゅっと抱きしめてやった。

「君だけに秘密を打ち明けるよ。女に化ける魔法は、誰かに見られたら効かなくなるんだ」

「そうなんですか？」

　魔法という言葉に、オズベルトはきらきらと瞳を輝かせた。

　少年らしく、やはり魔法は何よりも魅力的に思えるらしい。

「宴の開始前に、迎えに来てくれ。それまでに変身しているから」

「は、はいっ、わかりました。僕、秘密は絶対、絶対、誰にも漏らしませんからね」

「ありがとう、オズベルト」

　大好きなメイデン子爵から秘密を打ち明けられたことで、オズベルトは足音も軽く部屋を出ていった。

『さて、それじゃ、魔法の時間だな』

　ウラルはシーナの体から、白豹へと移動する。すると真っ直ぐだった髪はふわりと膨らみ、平らだった胸は盛り上がった。指先は細くなり、喉は美しい曲線を描き出す。

『一人で着替えられるだろ。もっともこの鋭い爪じゃ、ドレスを引き裂くだけだ』

『大丈夫よ。それよりどうするの。ダンスを一曲だけ踊ったら、ここに戻って着替える？』

『シーナが一曲で満足するならな。それよりシーナ。男のほうのステップは踏めるのか』

『……いけない。そこまで考えてなかったわ』

『まぁ、いいさ。俺は一仕事してくる』

　そういうと、ウラルはひらりと身を翻ひるがえして、テラスから飛び出していってしまった。

「んっ、もう。忙しい時に、すぐ出掛けちゃうんだから」

　文句を言ったところで、ウラルが何かできるわけでもなかった。

　シーナは急いでドレスに着替え始めた。

　やはり上質なシルクのドレスは違う。肌触りといい、光沢といい、手に馴染み素晴らしかった。

　下着まですべて真新しい可愛いものが用意されていて、シーナはオズベルトの母親を含む、宮廷のお針子達に感謝した。

　ドレスを着て、アクセサリーを身につける。最後に靴を履いたが、いつもの重い革のブーツと違って、履いているのを忘れるほど軽やかだった。

　そして目元に仮面を着ける。こんなものを着けたところで、すぐに誰かはわかってしまう。

　だが、この宮中で、シーナを知る者はいない。

「そうよ。後悔のないように生きるわ。ゴート王と踊れたら、もしこの先の戦闘で命を落としても、私は後悔しない」

　久しぶりに正式なドレスを身に纏ったが、支度には思わず手間取った。こんなに苦労して着たものを、一曲ダンスを踊っただけで脱ぎ捨てるのは惜しかったが、シーナはこれ以上何も望むまいと心に誓った。

　ドアがノックされる。

「どうぞ……」

　シーナはレディらしい優しい声で言った。

「うわぁっ―――。本当にすごい魔法ですね。綺麗です、子爵様。とても、子爵様が男だなんて思えません」

　オズベルトは今にも倒れてしまいそうなほど驚いている。

「ありがとう、オズベルト。けれど私は子爵様ではありません。子爵様の妹です」

「あ、そそそ、そうでしたね。それではレディ・メイデン。お、お手をどうぞ。僕みたいな子供で申し訳ありませんが、広間までご案内いたしますです」

　二人が並ぶと、シーナのほうがまだ背が高い。それでもオズベルトは胸を張って、男らしくシーナを広間までエスコートした。

「わくわくします。僕、レディ・メイデンのように綺麗な方を見たことがありません。みんな大騒ぎになりますよ。けど少しがっかりしてます。正装した子爵様のお姿も見たかったな。だって子爵様も、宮廷一、美しい騎士様ですもの」

「……そうね……残念だわ」

　広間に到着すると、どこからともなくため息が聞こえてきた。それだけではない。男達は落ち着きをなくし、女達はあからさまに嫉妬の目を向ける。

　シーナは新参者らしく、一番隅に立ったが、すぐに正装した男が一人近づいてきた。

「麗しいレディ。初めてお目にかかります。私は……」

　くるくる巻き毛の頭と、首に巻かれた派手なシルクの布に、シーナは思わず噴き出しそうになるのを堪こらえるのが大変だった。

「おや、微笑まれましたね。私はサビル男爵家の」

「仮面は何のためにあるとお思い。今宵は名乗らぬのが礼儀ですわ」

　ジュードが大真面目な顔をしているのもおかしいし、以前、シーナが衣服の研究だと言った時そのままの恰好を真似ているのも、おかしくてたまらない。

　それでもシーナは、レディらしく軽くジュードを牽けん制せいした。

　落ち着いて見まわすと、確かに今夜は巻き毛の男が多い。しかも皆、首に鮮あざやかな布を巻いている。

「オズベルト……いつからみんな首に布を巻いたりするようになったの」

　シーナはオズベルトに顔を寄せ、こっそりと尋ねる。

「みんな子爵様の真似をなさっているんです。同じような布を作れって、お針子達にたくさん注文が来ました」

　こうやって衣服の歴史は変わっていくんだと、ウラルがいたら解説しそうだ。

「えーっと、あの、オズベルト。おまえと俺の仲じゃないか。そのレディが誰なのか、ちょっと教えてくれないかな」

　ジュードがしつこく食い下がるが、オズベルトは微笑みを浮かべて下を向くだけだ。

　その時、またもや広間をため息が包んだ。

　シーナは広間の入り口に顔を向けた。するとそこには、漆黒のドレスに身を包んだ、長身の赤毛の美女の姿があった。

「まいったな。レディ、失礼いたします。その、後ほど、私とも踊っていただけたなら光栄です」

　シーナの手に素早くキスをすると、ジュードは焦った様子で、ドレス姿のレディ騎士の元に走る。

「お綺麗な方ね」

「でも、レディ・メイデンのほうがずっとお綺麗ですよ」

　オズベルトは胸を反らした。

　広間の喧けん噪そうが静まる。

　王の登場だ。

　正装したゴート王は美しい。だが今夜のゴート王はどこか落ち着きがなく、王座に着席するまでの間、視線を広間の隅々にまで走らせていた。

　どうやらゴート王は、捜していたものをついに見つけたようだ。途端にその顔は晴れやかになり、落ち着きを取り戻す。

　今夜のレディ・サナは、薄紫の清楚なドレス姿だ。気のせいかいつもより笑顔が晴れやかで、俯きがちだった顔も真っ直ぐ前に向けられていた。

　大臣が挨拶をして、王の栄光を讃えて乾杯になる。そしてついにダンスの時間になった。

　男性はいっせいにお目当てのレディの前に進む。シーナの前には、巻き毛の男達が押し合うほどに集まってきた。

　けれどシーナは誰の手も取らなかった。

　取る手はたった一つ。

　金色の王の指輪を嵌めた手だ。

　シーナは俯いて、次々と差し出される手を見つめる。

「レディ。先日の非礼はお詫びします。よろしければ今宵を、二人の新たな出会いの日としましょう」

　ついに金色の指輪を嵌めた手が差し出された。

　シーナはその手を取る。

　たった一曲でもいい。シーナは踊れる幸せを嚙みしめた。
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「来ていただけないかと案じていました。兄上から聞かれたでしょうか。私なりに誠意のある答えを出したつもりだが、それでもまだ私を不実な男だと思われますか」

　ゴート王はシーナと踊りながら、盛さかんに話しかけてくる。けれどシーナは黙ったままだった。

　これは夢だ。幸せな夢なのだ。

　明日になったら、甲冑に身を包み戦場に向かうことになるかもしれない。そこにはレディの姿をした自分はいない。

「私はあなたの兄上と、本当の意味で兄弟になりたい」

「では兄を養子にお迎えください」

　シーナは初めて口を開いた。その言葉に、ゴート王は白い歯を覗かせて笑った。

「そんな話し方も、兄上にそっくりだ。あなたといたら、きっと人生に退屈という言葉はなくなるのだろうな」

「私がいなくても、あなたは退屈などなさらないでしょう。やりたいことがたくさんおありでしょうから」

「退屈はしないかもしれませんが、あなたがいてくれなかったら、きっと寂しさが増します」

　求愛されているのだ。シーナは素直に喜べない身を悲しみながら、ゴート王の仮面の下にある黒い瞳を見つめる。

　そこで曲が一旦途切れた。

　次の曲はパートナーが入れ替わるものだ。みんなはこの時を待っている。選ばれなかった相手にも、話しかける機会ができるからだ。

　シーナはうんざりしてきた。みんなシーナと踊るたびに、どちらのレディですかとしつこく尋ねてくるからだ。

　何人目だろう。濃い緑色の服を着た男性が、シーナに軽く礼をして手を取った。

　驚いたシーナは、思わず相手の足を思いきり踏んでしまった。

「相変わらず下手だな。お返しだ」

　相手もさりげなくシーナの足を踏んでくる。

　金の髪に、青い瞳。そしてシーナによく似た美貌。

　アレンだった。

「アレン……いいえ、ウラルね」

　アレンのはずがない。中身はウラルだと知っていても、シーナはそこに本物のアレンが戻ってきているような気がした。

「王は求婚してきたか」

「……」

「したんだな」

　周りのレディ達は、すでにこの緑色の服の男性が、ラウル・メイデン子爵だと気がついているようだ。相手がいるのに、ちらちらとその踊る姿を見ている。

　やはりアレンだ。踊りはとても上手で、シーナは気軽にその身を任せることができた。

「満足しただろ」

「ええ、ありがとう、ウラル……」

「シーナ、ずっとこのままでも俺は構わない。アレンの体は順調に回復しているし」

「いいえ……アレンの魂がないのに、勝手に体を使っては駄目よ。私なら平気。今夜だけ素敵な夢を見たから、それでいいの」

「だが、それじゃシーナの本当の幸せは手に入らないぞ」

「馬鹿にしないで。婚姻だけが私の幸せじゃないわ」

　ゴート王に愛されたい。けれどラウル・メイデンを盟友と呼んでくれた。それだけでもシーナは満足しなければいけない。

　また相手が変わる。今度はジュードだった。

「初めまして。これですべての謎が解けました。ラウルの妹君でしたか。私は、そのラウルの親友でして。これを機会にぜひ、お近づきになりたいものです」

「お相手を間違ってますわ。本気になる方はたった一人しかいないはず。あなたには勇気がおありにならないの」

　シーナに鋭く突っ込まれて、ジュードは照れたように笑った。

「まいったな。兄上はあなたにいろいろと話すんですか」

「ええ……いろいろと」

「そうだな。勇気ね。戦場では誰よりも勇気があるつもりなんだが」

「では一度、殴り倒されるのを覚悟で、求婚なさったらいかが」

「えーっ。無理ですよ」

　ジュードはため息をつきながら、漆黒のドレスで踊るレディ騎士をちらっと盗み見る。

「負けるのはお嫌い？　私も負けるのは嫌いですが、戦う前から諦めるのは、もっと嫌いです」

「あなた、ラウルによく似てますね。話し方がそっくりだ。どっちにしても、俺は気の強いレディに弱いらしい」

　またもや相手が変わる。シーナはこんな曲、早くやめてくれないかなと願う。

　もっとゴート王と踊りたい。

　せっかくウラルが、途中で退場しなくてもいいようにしてくれたのだ。楽しまないと時間がもったいなかった。

　やっと曲が終わり、しばし休憩となる。ゴート王はワインを手にして、アレンとなったウラルと何やら話していた。

「レディ・メイデン……」

　袖を引かれて振り返ると、オズベルトが真っ赤な顔をしている。

「失礼いたしました。あの……本物の子爵様の妹君だったんですね」

「そうよ。噓をついてごめんなさい。オズベルト。この世には魔法なんてものはないの。あれはみんな人の力でどうにかなるものなのよ」

　シーナは少しだけ噓をつく。

　魔法に頼れば、何でも叶うと思ってしまったら、人は努力することを放棄してしまう。純真な少年であるオズベルトに、間違ったことを教えたくはなかったのだ。

「でも、いつお城に入られたのですか？」

「えっ……それは兄が、裏からこっそりと……」

　一つ噓をつくと、二つ噓をつかないといけない。それがまた厄介だ。

「今夜の子爵様。何だかいつもと感じが違います。騎士の姿をしていないからかな」

「そうね……」

　改めてアレンを見ると、双子とはいえ、二人の姿に大きな隔へだたりが感じられた。

　瘦せてしまったが、アレンは精せい悍かんな男らしい顔になってきている。ウラルの力を借りてしても、いずれはアレンの代役も難しくなってくるだろう。

　ラウル・メイデンでなくなった自分の姿が、シーナはすぐに想像できない。

　シーナに戻っていったい何をやればいいのだろう。

　国の再建のために働けば、それで満足できるだろうか。

　いや、やはりそれだけでは満足できない。自分を優しく見守ってくれる誰かが必要だった。
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　早朝の町を、馬に乗ったウラルは走る。金の髪を朝陽がオレンジ色に染め変えていた。

「そろそろ眠らせないとな。何しろこの体は大怪我してるんだから」

　アレンの体に入っている時は、できるだけたくさん食べることにしている。ワインも飲み、ウラルはほどよく酔っていた。

　シーナがアレンの魂の問題についてこだわらなければ、このままアレンの体の中にいてもいいとウラルは思う。

　何よりシーナが可哀相だった。

「王様、熱心にシーナを口く説どいてたな。あの二人はお似合いだ。共に志が高く、慈愛の精神を持っている。しかも相思相愛だ。何で、シーナ、意地になるんだ」

　ぶつぶつと呟きながら馬を走らせていたウラルは、道端に倒れている老人に気がついた。

「珍しいな。ゴシュラムには行き倒れなんてするやつは、滅多にいないのに」

　ウラルは馬を止める。首都、ゾードの町の外れだが、もしかしたら治療院の噂を聞いてやってきた、病人かもしれないと思ったのだ。

「どうされた。治療院に行くので、病人なら連れていくが」

　老人を助け起こそうとしたウラルは、その体に触れた途端に飛び退いた。

　それでもやはり遅かった。相手はかなりの手て練だれだ。剣の切っ先が頰を掠かすめ、アレンの顔に傷がついてしまった。

「油断ってのは、こういうのを言うんだな。慈悲の心につけ込むなんて、あんた汚いよ」

　ウラルは剣を抜く。

　すると相手も、身に纏っていたぼろぼろのマントを脱ぎ捨てた。

　老人のように顔を細工しているが、実際はかなり若いだろう。全身から殺気が漲みなぎっている。

「そうか、おまえか。町にいる間、しっかり監視をしていたというわけだな。油断の次は、迂闊って言葉を学ばせてもらったよ」

　相手に取り憑くには距離があり過ぎた。どうやら敵は、近づき過ぎるとウラルに取り憑かれると知っているようだ。

　しかも敵は一人ではなかった。四人の敵がどこからともなく現れたのだ。

「冗談だろう。こっちは怪我人だし、ワインでいい気持ちに酔ってるし、不利もいいとこじゃないか。しかもこの体……戦うことを忘れてなまってるからな」

　シーナの鍛えられた敏びん捷しような体だったら、どうにかできるだろう。けれどアレンの肉体は弱り過ぎている。

「俺にも誰か神様がいないかな。神様の神様ってのはないのか。なかったら造ればいいさ。神様、どうか助けてくださいよ」

　最初の一撃はどうにかかわした。続けて二人目の攻撃を受けた時、ウラルはふっと体が軽くなったように感じた。

「んっ……あれっ」

　思う以上に剣が動く。しかもかわす速さもずっと速くなっていた。

　ところがウラルの腕は、意思に反して相手の致命箇所を狙いそうになっていた。

『殺すな』

　ウラルは心に念じる。

『怪我は仕方がないが、殺してはいけない。わかるか』

　返事はないが、動きがまた変わる。今度は敵の手足を狙うようになっていたのだ。

「知らなかったよ、アレン王子。君はかなりの遣い手だ」

　記憶が途絶えていても、剣を持った途端に体が動きを思い出したようだ。

「さぁ、どうする。みんな動きが鈍くなってきたぞ」

　攻撃が弱まると、果敢に攻めていく勇気もある。間合いの詰め方のうまさに、ウラルは本気で称賛した。

「シーナも強いと思ったが、君はもっと上だ。しかも迷いがない」

　ハイルにこの体は決して渡せないとウラルは思った。

　独特の気を持つハイルは、人を繰ることもできるのかもしれない。そんなハイルに捕らえられて、繰り人形にでもされたら大事だ。

　迷いなく人を斬れる、残酷な殺人者にアレンがなってしまう。

　敵は手足に深傷を負っていて、ついには攻撃を諦めて逃げ始めた。それを追おうとしているのを、ウラルはあえて止めた。

「そこまでだ、アレン。あいつらは、もう刺客としては使いものにならない。慈悲の心を取り戻せ」

　ところがアレンの中には、熱い炎が滾っていて、それがウラルの意思を無視して追おうとさせていた。

「そうか……復讐か。女のシーナと違って、アレン、君はもっと激しいな。けれど駄目だ。俺が共にいる限り、無駄な殺さつ戮りくはさせない」

『どうして……』

　微かな声が聞こえて、ウラルは思わず飛び上がっていた。

「そこにいるのか、アレン」

　けれど聞こえてきたのは、たったそれだけだった。

「いいよ。それだけでもいい。アレン。疲れただろう。肉体を返してやるが、一人になったらよく考えろ。怒りだけでは駄目だ。恐怖や怒りで人を支配することはできない。昔、持っていた、優しい心を取り戻せ。命は誰にも同じ、一つだけだ」

『……』

「アレン、しっかりしてくれよ。俺はな……ここだけの話だが、シーナが可愛いくてたまらないんだ。だけど、シーナは俺よりずっと先に死ぬ。だからこそ、幸せにしてあげたいんだよ」

『……』

「わかってるよ。脳が壊れちまってて、何もうまくできないんだろ。俺が助けてやるから、アレン、怖れずに出てこい」

　けれどアレンがウラルの呼びかけに答えたのも、そこまでだった。

　ウラルは再び馬に乗り、治療院へと向かう。治療院の近くには、早朝だというのに長い列ができていて、それが治療を待つ人々のものだとウラルは知った。

「製鉄技術が進んだら、そろそろ注射器も開発してやるか。輸血の知識も必要になってくるだろう」

　命を救う方法をあれこれ考えながら、ウラルは裏口から治療院に入った。

「遅かったですね。あっ、その頰の傷はどうされんたです」

　ミトリが駆け寄ってきて、急いで傷の点検を始めた。

「すぐには治らないだろうな。まいったよ。シーナの顔に同じ傷を作るわけにはいかないしな」

「血がすごいので、大怪我でもなさったのかと思ったら、これは返り血ですね」

「そうだ。アレンが戦ってくれたお陰で、俺はこの頰の傷だけですんだ」

「アレン様の魂は、お帰りになれるでしょうか」

「さあな。それより怪しい刺客がうろついている。十分気をつけろ」

　ラウルは白豹を呼び寄せる。そして移動を開始した。

『よく役立ってくれてるな。感謝してるよ、白豹君。おまえにもいつか、可愛い嫁さんを貰ってやるからな』

　獣達は人よりはるかに寿命が短い。ウラルはいずれ戦いが終わったら、真っ先に南国の商人から、牝めすの豹を買おうと思っていた。
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　今回も、最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。

　で、まだ終わりません。続いてしまいました。ごめんなさいです。何しろ、出たがりキャラがたくさんいるものですから、話が進まないこと。

　でも、好きなように世界を構築し、書き続けられることは何よりもの幸福です。

　ファンタジーというものは、自分で作る世界ですから、そこにキャラクター達は、生きて生活しているわけですからね。

　彼らの生き様を追っていくのは、映画を撮っているような楽しみがあります。

　

　さてさて、何となくの中世世界ですが、どんなものが食べられているのでしょうか。

　大食いラウル・フォー・メイデンの食卓を覗いてみましょうか。

　果物は現代のような進化系ではなくて、もう少し素朴です。

　西洋ザクロ、リンゴ、イチジク、オレンジ、ブドウ、各種ベリー類などは豊富にあったでしょう。それに交易の盛んなゴシュラムでは、もう少し南方系の椰や子しの実なども食べていたことでしょうね。

　肉類は豊富です。牛、豚、鹿、猪、ウサギ、鶏に山鳥。そして卵に乳製品。

　魚は海の魚だけでなく、川魚も食べられていました。鰻はからっと揚げて食べたりもしているようですよ。

　穀類はパンにして食べてます。

　大食い競争（一巻をまだ読んでらっしゃらない方は、ぜひ読んでくださいね）に使われた、向ひ日まわ葵り油で作る揚げパンは、現代のドーナツの先駆けでしょうかしら。

　さらに蜂蜜をかけた蜂蜜パン。ドライフルーツを入れて焼いた、堅めのパン。ライ麦がほとんどの堅い、保存食にもなるパンなどですね。

　水は井戸水ですが、柑橘系の果物を浮かべて飲むのが普通。オレンジとかレモンが豊富なゴシュラム流ですよ。

　ミルクも飲みますが、どちらかというと乳製品はチーズやバターに加工されることのほうが多いみたいです。

　そしてワインとウィスキー。

　ブドウからワインとブランデーを作り、麦からウィスキーを作っていたようです。

　何だ、現代とそんなに違わないじゃないと言えそうですが、調味料はあまりないみたい。塩やレモンで味付けしただけで、肉や魚を食べていたことでしょう。この時代、胡椒などはまだほとんど入手できなかったようですからね。

　煮込み料理には、ハーブとワインが大活躍。

　バズの作ったシチューはおいしそうでした。

　レディ騎士やレディ・サナは、ハーブティや紅茶がお好きなようですが、実際はお茶の普及はもっと後の時代になってからです。そこはファンタジーの特権ですよね。




　イラストの佐さ倉くら汐しお先生。今回もまた、麗しいイラストをありがとうございました。神様白豹バージョン、萌え――っ、です。

　担当Ｕ様、ご迷惑をおかけいたしましたが、いろいろとありがとう。

　そして読者様。たくさんご感想をお寄せいただき感謝しております。今回もまた、感想など送っていただけたら嬉しいです。

　あなたの今回の読書の旅が、楽しいものになっていたら、作者として何よりもの喜びです。

　それではまた、次回で。
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